


　

会
員
の
皆
様
に
は
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
段

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
は
同
窓
会
運

営
に
ご
協
力
頂
き
誠
に
有
難
う
御
座
い
ま
す
。

　

会
報﹇
学
芸
﹈16
号
が
７
月
発
刊
と
な
り
ま

し
た
。会
計
年
度
に
合
わ
せ
て
総
会
終
了
後
、

会
計
報
告
や
事
業
報
告
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
掲

載
す
る
為
に
、
従
来
よ
り
少
し
遅
ら
せ
て
の

発
刊
に
な
り
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
ご
理
解
賜
り
ま
す
様
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
、
昨
年
５
月
の
総
会
に
お
き
ま
し
て
、

元
衆
議
院
議
員
・
通
産
政
務
次
官　

和
田
貞

夫　

大
先
輩
の
後
を
引
き
継
ぎ
、
会
長
に
就

任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
誠
に
失
礼
で

す
が
、
こ
の
場
を
か
り
て
一
言
ご
挨
拶
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

社
会
経
験
も
浅
く
、
浅
学
菲
才
、
若
輩
者

で
す
が
、
同
窓
会
発
展
の
為
、
粉
骨
砕
身
、

努
力
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
前

会
長
に
倍
し
て
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
様
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

我
が
母
校
は
、
校
祖
、
遠
藤
三
吉
先
生
が

明
治
36
年
に
成
器
商
業
学
校
と
命
名
し
創
設

さ
れ
、
本
年
は
創
立
１
０
８
年
を
迎
え
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
間
の
卒
業
生
は
、

３
２
，０
０
０
名
を
超
す
に
至
り
、
い
ま
や

名
実
と
も
に
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
有
数
の
学

校
に
発
展
致
し
ま
し
た
。

　

こ
の
様
な
輝
か
し
い
学
校
の
同
窓
会
会
長

の
重
責
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の

責
任
の
重
大
さ
を
考
え
ま
す
と
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
が
致
し
ま
す
。

　

さ
て
、
母
校
の
歴
史
を
顧
み
ま
す
と
、
栄

枯
盛
衰
は
世
の
常
と
申
し
ま
す
が
、
創
立
以

来
幾
多
の
苦
難
な
時
代
も
あ
り
ま
し
た
が
、

学
園
関
係
者
の
ご
努
力
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
卒
業
生

の
皆
さ
ん
方
の
絶
大
な
る
ご
支
援
の
お
か
げ

で
、
今
日
の
勇
壮
な
校
舎
の
立
並
ぶ
、
恵
ま

れ
た
環
境
の
素
晴
ら
し
い
学
校
に
発
展
し
た

事
に
対
し
、
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
者
で
あ

り
ま
す
。

　

平
成
８
年
に
は
校
名
を
大
阪
学
芸
高
等
学

校
と
校
名
変
更
さ
れ
ま
し
た
が
、
創
立
者
、

遠
藤
三
吉
先
生
の
建
学
の
精
神﹇
徳
器
成

就
﹈・
教
育
理
念
で
あ
る﹇
質
実
剛
健
﹈、﹇
社

会
の
中
堅
人
物
を
養
成
す
る
﹈の
精
神
は
今

日
も
脈
々
と
後
輩
に
引
き
継
が
れ
て
お
り
、

毎
年
６
０
０
人
前
後
の
後
輩
が
巣
立
ち
し
て

お
り
ま
す
。

　

男
女
共
学
を
取
り
入
れ
、
６
年
一
貫
の
中

等
教
育
学
校
も
開
校
し
、
時
代
の
流
れ
を
感

ず
る
と
同
時
に
、
学
校
発
展
の
た
め
懸
命
の

努
力
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
痛
感
い
た
し
ま

す
。

　

少
子
化
問
題
は
、
学
校
経
営
の
み
な
ら
ず

全
産
業
又
日
本
だ
け
の
問
題
で
な
く
、
全
世

界
の
問
題
と
し
て
、
今
日
避
け
て
通
る
こ
と

の
で
き
な
い
課
題
で
あ
り
ま
す
。
私
学
教
育

に
対
す
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
事
が
、
学

校
の
生
き
残
り
、
存
続
に
繋
が
り
、
発
展
へ

の
道
を
歩
む
こ
と
が
出
来
る
事
は
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

同
窓
会
の
目
的
は
会
則
に
よ
り
ま
す
と
、

会
員
は
会
員
相
互
の
親
睦
を
は
か
る
と
と
も

に
、母
校
の
発
展
に
寄
与
す
る
と
あ
り
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
同
窓
会
の
発
展
は
母
校
の
発
展

に
繋
が
り
、
母
校
の
発
展
は
同
窓
会
の
発
展

に
繋
が
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
母
校
を

愛
す
る
卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
学
校
の
校
名
は

大
阪
学
芸
高
等
学
校
と
改
名
し
ま
し
た
の

で
、
同
窓
会
名
は
大
阪
学
芸
高
等
学
校
同
窓

会（
成
器
会
）と
称
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
３
月
に
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
関

係
者
の
ご
努
力
と
ご
協
力
で
も
っ
て
目
出
度

く
立
ち
上
げ
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
ご
苦
労

い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
者
の
方
々
に
感
謝
し

心
か
ら
の
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

後
の
ペ
ー
ジ
で
、
そ
の
趣
意
を
ご
説
明
さ

せ
て
戴
き
ま
す
。
ご
一
読
頂
き
ま
す
様
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

高
校
時
代
の
楽
し
か
っ
た
事
・
苦
し
か
っ

た
事
の
思
い
出
は
、
懐
か
し
い
恩
師
・
級
友

と
の
再
会
に
よ
り
蘇
り
ま
す
。
思
い
出
話
・

互
い
の
健
康
や
人
生
を
、
時
の
経
つ
の
を
忘

れ
て
語
り
合
う
、
そ
の
様
な
場
面
が
脳
裏
に

浮
か
び
ま
す
。
積
極
的
に
同
窓
会
が
主
催
す

る
行
事
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
事
を
切
に
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
同
窓
会
会
員
の

皆
様
方
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
、
ご
活

躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
致
し
ま

す
。

会
報

第
16
号
発
刊
に
あ
た
り

会
長

仲
西　

晃

大
阪
学
芸
高
等
学
校
同
窓
会
（
成
器
会
）

昭
和
31
年
3
月　

成
器
商
業
高
等
学
校
を
卒
業
。

昭
和
35
年
3
月　

同
志
社
大
学
・
商
学
部
を
卒
業
。

高
校
・
大
学
時
代
を
通
じ
て
相
撲
部
に
籍
を
置
き
心

身
と
も
に
鍛
え
る
。
学
生
時
代
の
成
績
、
昭
和
33
年

全
国
学
生
相
撲
選
手
権
大
会（
個
人
ベ
ス
ト
16
）同
年

西
日
本
学
生
相
撲
選
手
権
大
会（
個
人
ベ
ス
ト
8
）。

平
成
7
年
か
ら
平
成
13
年
ま
で
の
７
年
間
、
西
日
本

学
生
相
撲
連
盟
の
理
事
長
を
務
め
る
。
堺
・
大
浜
で

開
催
さ
れ
て
い
る
、
全
国
学
生
相
撲
選
手
権
大
会
の

Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
中
継（
実
況
放
送
）第
73
回
大
会
・
第

75
回
大
会
・
第
77
回
大
会
の
3
つ
の
大
会
に
解
説
者

と
し
て
出
演
す
る
。
学
生
時
代
に
相
撲
を
通
じ
て
、

映
画
俳
優（
歌
舞
伎
役
者
で
も
あ
っ
た
）市
川
雷
蔵

（
太
田
吉
哉
氏
）と
親
友
と
な
る
。
２
０
０
５
年
7
月

に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
た﹇
私
の
こ
だ
わ
り

人
物
伝
・
華
麗
な
る
翳
り
・
市
川
雷
蔵
の
思
い
出
﹈

に
出
演
し
、
直
木
賞
作
家
の
村
松
友
視
氏
と
対
談
す

る
。
現
在
は
日
本
学
生
相
撲
連
盟
顧
問
・
西
日
本
学

生
相
撲
連
盟
名
誉
顧
問
・
西
日
本
実
業
団
相
撲
連
盟

顧
問
。
大
学
卒
業
と
同
時
に 

有
限
会
社
仲
西
商
店 

を
設
立
し
、
代
表
取
締
役
に
就
任
現
在
に
至
る
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

－ 2－



多
く
の
人
達
と
関
わ
る
こ
と
に
よ
る
社
会
性
の
獲
得
で
す
。

一
流
選
手
の
プ
レ
ー
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
プ
ロ
の
ス
タ
ッ

フ
に
よ
る
試
合
運
営
を
間
近
で
体
感
す
る
こ
と
は
、
生
徒
自

身
の
自
律
的
成
長
に
大
い
に
刺
激
を
与
え
る
も
の
と
考
え
ま

す
。

４
．
教
育
環
境
向
上
の
取
り
組
み

　

現
在
、
学
校
法
人 

大
阪
学
芸
は
高
等
学
校
と
中
等
教
育

学
校
を
合
わ
せ
て
２
３
０
０
名
も
の
生
徒
数
を
擁
し
て
い
ま

す
。
生
徒
少
子
化
が
下
げ
止
ま
ら
な
い
現
状
に
お
い
て
、中
・

高
と
も
に
府
内
で
高
い
人
気
を
誇
る
学
校
と
し
て
成
長
を
遂

げ
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
限
り
で
す
。

　

生
徒
数
が
学
校
を
評
価
す
る
唯
一
の
物
差
し
で
な
い
こ
と

は
当
然
で
す
が
、
私
学
経
営
の
観
点
か
ら
言
え
ば
、
高
い
プ

ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
（
優
先
順
位
）
を
持
っ
て
い
る
こ
と
も
事
実

で
す
。

　
「
生
徒
数
の
減
少
が
財
政
の
悪
化
に
つ
な
が
り
、
教
育
環

境
の
質
の
低
下
を
招
い
て
、
更
な
る
生
徒
数
の
減
少
を
も
た

ら
す
…
」
と
い
う
悪
循
環
に
陥
る
こ
と
は
、
極
端
な
少
子
化

の
時
代
に
あ
っ
て
は
、
も
は
や
学
校
と
し
て
存
続
出
来
な
い

こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
生
徒
・
保
護
者
か
ら
支
持
さ
れ
る
学

校
に
な
る
た
め
に
は
、
進
学
指
導
・
生
徒
指
導
な
ど
様
々
な

教
育
要
素
に
お
い
て
高
い
水
準
を
保
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
点
、
本
校
は
質
量
と
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
授
業
・
講
習

等
を
通
じ
て
進
学
実
績
を
着
実
に
向
上
さ
せ
て
お
り
、
生
徒

の
発
達
段
階
を
踏
ま
え
た
厳
し
い
生
活
指
導
に
も
定
評
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
施
設
面
で
の
充
実
も
学
校
選
択
に
お
い
て
大
切
な
基

準
と
な
り
ま
す
。
本
学
園
は
平
成
元
年
の
総
合
校
舎
建
設
を

皮
切
り
に
、
河
南
町
グ
ラ
ン
ド
の
整
備
、
近
隣
学
校
用
地
の

取
得
な
ど
、
約
20
年
間
に
亘
り
、
数
十
億
の
教
育
投
資
を
行

な
っ
て
参
り
ま
し
た
。
そ
の
成
果
は
教
育
内
容
の
充
実
と
相

俟
っ
て
、「
大
阪
学
芸
ブ
ラ
ン
ド
」
の
形
成
に
大
き
く
寄
与

し
て
い
る
も
の
と
自
負
し
ま
す
。
例
年
、
秋
の
入
試
説
明
会

に
訪
れ
る
中
学
生
か
ら
は
「
明
る
く
き
れ
い
な
学
校
」「
施

設
が
新
し
く
楽
し
そ
う
な
雰
囲
気
の
学
校
」
と
の
感
想
が
多

数
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

　

本
年
度
、
こ
れ
ま
で
西
館
４
階
に
あ
っ
た
図
書
館
を
本
館

１
階
の
中
央
に
移
転
し
ま
し
た
。
幾
分
不
便
な
場
所
に
あ
っ

た
旧
図
書
館
に
比
べ
て
、
新
図
書
館
は
学
校
の
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
生
徒
の
閲
覧
・
調
べ
学
習
等

に
活
用
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
旧
図
書
館
は
新
た
に

ダ
ン
ス
室
と
し
て
改
装
し
ま
し
た
。
壁
面
に
大
型
鏡
が
埋
設

さ
れ
た
本
格
的
な
仕
様
の
体
育
施
設
で
す
。
ダ
ン
ス
室
は
女

子
生
徒
の
体
育
授
業
等
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

以
上
は
ほ
ん
の
一
例
で
す
が
、
今
後
と
も
積
極
的
に
施
設

設
備
の
充
実
を
図
っ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

５
．
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
学
園
財
政
を
目
指
し
て

　

学
園
理
事
会
は
こ
こ
数
年
「
永
続
的
な
財
政
基
盤
の
確
立
」

を
テ
ー
マ
に
掲
げ
て
、「
中
長
期
経
営
計
画
」
を
柱
と
し
た

財
政
改
革
を
実
行
し
て
参
り
ま
し
た
。
生
徒
数
の
長
期
推
移

を
元
に
し
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
予
測
・
生
徒
募
集
戦
略
な

ど
を
15
年
計
画
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
本
年
度
は
実

施
３
年
目
で
す
が
、
学
園
の
財
政
内
容
は
、
ほ
ぼ
計
画
ど
お

り
に
進
捗
し
て
お
り
、
引
当
特
定
資
産
（
学
園
貯
蓄
）
も
着

実
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
中
長
期
計
画
の
前
提
と
な

る
外
的
要
因
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
私
学
財
政
に
大
き

な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
る
「
大
阪
府
経
常
費
補
助
金
」
の
抜
本

的
な
見
直
し
で
す
。
こ
れ
ま
で
私
学
間
で
大
き
な
格
差
の
あ

っ
た
経
常
費
補
助
金
に
つ
い
て
、
橋
下
知
事
は
補
助
金
単
価

の
一
律
交
付
の
方
針
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
本
校
は
こ
れ
ま

で
補
助
金
単
価
が
平
均
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
し
た
が
、

交
付
基
準
の
変
更
に
よ
り
経
常
費
補
助
金
の
増
加
が
見
込
ま

れ
ま
す
。
た
だ
し
４
年
間
に
わ
た
る
激
変
緩
和
措
置
の
導
入

な
ど
不
確
定
要
素
が
多
く
、
新
し
い
交
付
基
準
も
、
今
後
ま

た
変
更
が
な
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
学
園
収
入
の
二
本
柱
で

あ
る
「
納
付
金
収
入
」
と
「
補
助
金
収
入
」
の
う
ち
、
納
付

金
収
入
は
生
徒
募
集
の
成
否
が
直
結
し
、「
補
助
金
収
入
」

は
大
阪
府
の
政
策
動
向
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
ま
す
。
一
方
、

経
常
的
支
出
は
固
定
費
の
占
め
る
割
合
が
多
く
、
収
入
の
増

減
に
応
じ
た
対
応
が
難
し
い
側
面
は
あ
り
ま
す
が
、
適
正
な

収
支
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
た
め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
学
園
の
自

助
努
力
の
要
素
を
高
め
つ
つ
、
外
的
要
因
に
過
度
に
依
存
し

な
い
財
務
体
質
の
構
築
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

６
．
む
す
び

　

以
上
、
大
阪
学
芸
を
取
り
巻
く
現
況
と
学
園
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
ご
報
告
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。
今
回
、
ご
紹
介
さ

せ
て
戴
い
た
も
の
以
外
に
も
、
様
々
な
教
育
的
取
組
み
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
学
園
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。

　

今
年
も
本
校
卒
業
生
９
名
が
教
育
実
習
の
た
め
に
、
母
校

に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
立
派
に
成
長
し
、
真
剣
な
態
度
で
実

習
に
取
り
組
む
姿
が
学
校
に
清
冽
な
空
気
を
も
た
ら
し
て
く

れ
ま
す
。
ま
た
現
在
、
大
阪
学
芸
高
等
学
校
に
は
５
名
の
卒

業
生
が
教
員
と
し
て
在
籍
し
て
お
り
、
教
育
運
営
の
一
翼
を

担
っ
て
い
ま
す
。
学
校
と
同
窓
会
を
つ
な
ぐ
窓
口
と
し
て
も

助
力
を
戴
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
同
窓
生
の
皆
様
に
は
ど
う

か
気
軽
に
母
校
を
訪
ね
ら
れ
て
、
学
校
の
現い

ま在
に
触
れ
て
戴

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
同
窓
生
の
皆
様
の
一
層
の
ご
活
躍

と
同
窓
会
の
益
々
の
発
展
を
祈
念
致
し
ま
し
て
、
私
の
挨
拶

と
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

１
．
は
じ
め
に

　

同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
母
校
へ
の
多
大
な
る
ご

支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
学
園
は
今
年
で
創
立
１
０
８
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
一

世
紀
以
上
の
歴
史
を
通
じ
て
先
輩
方
か
ら
引
き
継
が
れ
て
き

た
本
学
園
な
ら
で
は
の
伝
統
を
日
々
身
に
付
け
な
が
ら
、
在

校
生
た
ち
は
逞
し
く
成
長
を
続
け
て
い
ま
す
。
永
い
歴
史
に

培
わ
れ
た
確
か
な
教
育
力
こ
そ
が
本
学
園
が
誇
る
有
形
無
形

の
財
産
で
あ
り
ま
す
。
同
窓
生
の
皆
さ
ま
に
は
、
改
め
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
３
月
11
日
に
東
日
本
を
襲
っ
た
大
震
災
は
各
地
に

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
多
数
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し

た
。
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
未
曾
有
の
災

害
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
方
々
に
は
衷
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。
こ
の
た
び
の
震
災
で
は
多
数
の
施
設
・
建
物

に
も
壊
滅
的
な
被
害
が
及
び
ま
し
た
。
幾
つ
か
の
市
町
村
で

は
、
津
波
被
害
に
よ
り
地
域
社
会
の
核
と
な
る
べ
き
学
校
が

使
用
不
可
能
と
な
り
、
仮
校
舎
で
の
授
業
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
困
難
な
環
境
に
あ
っ
て
も
希
望
を
失
う

こ
と
な
く
「
早
く
大
好
き
な
学
校
に
通
い
た
い
」
と
訴
え
る

子
ど
も
達
の
姿
に
は
胸
を
打
た
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
う
し

た
想
い
に
全
身
全
霊
で
応
え
ら
れ
た
被
災
地
の
学
校
関
係
者

の
ご
努
力
に
心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。
被
災
さ
れ
た
児

童
・
生
徒
達
が
苦
難
を
乗
り
越
え
て
、
立
派
に
成
長
さ
れ
る

こ
と
を
願
い
ま
す
。

２
．
学
園
を
取
り
巻
く
現
況

　

平
成
23
年
度
、
本
校
は
新
入
生
６
２
２
名
を
迎
え
ま
し
た
。

募
集
定
員
４
４
０
名
を
大
幅
に
上
回
る
生
徒
数
で
す
（
全
校

生
徒
数
１
４
８
５
名
／
５
月
１
日
現
在
）。
平
成
23
年
度
入

試
の
特
徴
を
概
括
し
ま
す
と
、
大
阪
府
の
「
私
立
高
校
に
対

す
る
授
業
料
無
償
化
の
拡
大
」
が
生
徒
募
集
面
で
は
完
全
に

追
い
風
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
23
年
度
か
ら
授
業
料
無
償
化

の
対
象
と
な
る
所
得
基
準
が
年
収
６
１
０
万
円
未
満
ま
で
拡

大
さ
れ
、
さ
ら
に
年
収
６
１
０
万
円
以
上
〜
８
０
０
万
円
未

満
ま
で
は
授
業
料
負
担
が
10
万
円
程
度
に
抑
え
ら
れ
ま
す
。

以
上
の
方
針
が
知
事
肝
い
り
の
目
玉
施
策
と
し
て
打
ち
出
さ

れ
た
為
に
、
公
私
の
学
費
格
差
が
大
幅
に
解
消
さ
れ
、
本
校

は
専
願
者
が
一
気
に
増
加
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う

な
現
象
は
本
校
を
含
む
比
較
的
少
数
の
学
校
に
留
ま
り
ま
し

た
。
幾
ら
授
業
料
が
無
償
化
さ
れ
て
も
、
学
校
自
体
に
魅
力

が
な
け
れ
ば
志
願
者
が
増
え
な
い
の
は
当
然
の
こ
と
と
言
え

ま
す
が
、
そ
れ
に
し
て
も
生
徒
の
「
集
ま
る
学
校
」
と
「
集

ま
ら
な
い
学
校
」
の
二
極
分
化
が
一
層
際
立
っ
て
き
た
感
が

あ
り
ま
す
。

　

橋
下
知
事
は
「
競
争
原
理
」
の
導
入
に
積
極
的
で
す
。「
授

業
料
無
償
化
拡
大
」
は
「
私
・
私
」
の
み
な
ら
ず
「
公
・
私
」

の
学
校
間
競
争
を
激
化
さ
せ
、
従
来
の
生
徒
募
集
の
枠
組
み

を
大
き
く
変
貌
さ
せ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
い
ず

れ
に
し
て
も
大
切
な
こ
と
は
、
入
学
し
た
生
徒
一
人
一
人
が

学
校
生
活
に
満
足
し
、
三
年
間
で
い
か
に
人
間
的
な
成
長
を

遂
げ
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
生
徒
諸
君
に
は
、
勉
強
や
ク

ラ
ブ
活
動
・
行
事
等
を
通
じ
て
友
人
と
の
人
間
関
係
を
深

め
、
大
い
に
充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
っ
て
欲
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

３
．
行
動
理
念
の
具
現
化
に
向
け
て

　

平
成
20
年
11
月
に
発
表
し
た
三
つ
の
行
動
理
念
の
一
つ

は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
意
識
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
学
園
と

地
域
社
会
の
あ
り
方
を
問
い
直
し
た
も
の
で
す
（「
学
校
教

育
を
通
じ
て
、
地
域
社
会
か
ら
の
信
頼
や
期
待
に
高
い
水
準

で
応
え
ら
れ
る
学
園
を
創
り
ま
す
」）。

　

こ
の
行
動
理
念
具
現
化
の
試
み
の
一
つ
を
ご
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
昨
年
６
月
、
本
学
園
は
、
Ｊ
リ
ー
グ
・「
セ

レ
ッ
ソ
大
阪
」
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
提
携
を
行
な
い
ま
し
た
。

ご
存
じ
の
と
お
り
、
セ
レ
ッ
ソ
大
阪
は
本
学
園
と
同
じ
く
長

居
を
地
元
と
す
る
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
で
す
。
Ｊ
リ
ー
グ
は
地

域
社
会
に
根
ざ
し
た
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
振
興
を
理
念
と
し
て

掲
げ
て
お
り
、
本
学
園
の
行
動
理
念
と
も
相
通
じ
ま
す
。
こ

の
パ
ー
ト
ナ
ー
提
携
を
契
機
に
、
大
阪
学
芸
高
等
学
校
と
姉

妹
校
の
大
阪
学
芸
中
等
教
育
学
校
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー

ク
ル
」
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
に

は
多
数
の
生
徒
が
登
録
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
公
式
試
合
の

際
に
は
、
長
居
ス
タ
ジ
ア
ム
周
辺
で
の
清
掃
活
動
や
チ
ー
ム

と
共
同
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
セ
レ
モ
ニ
ー
へ
の
参
加

な
ど
、
多
彩
な
活
動
を
行
な
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
活
動
を

通
じ
て
生
徒
達
が
学
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
学

校
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
地
域
社
会
へ
の
帰
属
意
識
の
向
上
で

す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
に
溢
れ
た
地
域
貢
献
活
動
を
経
験

す
る
こ
と
で
、
生
徒
は
地
域
社
会
へ
の
愛
着
が
生
ま
れ
、
地

域
社
会
も
ま
た
「
大
阪
学
芸
の
生
徒
達
」
へ
寄
せ
る
信
頼
や

期
待
を
増
す
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
も
う
一
つ
は
、

ご  

挨  

拶
学
校
法
人
大
阪
学
芸

理
事
長
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日
頃
は
、
同
窓
会
の
皆
様
よ
り
、
本
校
の
教

育
活
動
に
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
て
深
く
感
謝
い

た
し
て
お
り
ま
す
。
平
成
22
年
度
は
１
３
０
０

名
の
在
校
生
で
教
育
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
生

徒
の
定
着
率
も
高
く
な
り
、
転
学
者
や
退
学
者

も
著
し
く
減
少
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
校
の
〈
校
訓
〉
で
あ
る
「
豊
か
な
人
間
性

を
は
ぐ
く
み
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
青
年
を
育

成
す
る
」
を
達
成
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
、

そ
の
中
味
で
あ
る
〈
大
阪
学
芸　

行
動
理
念
〉

「
１
．
学
校
教
育
を
通
じ
て
、
地
域
・
社
会
か

ら
の
信
頼
や
期
待
に
高
い
水
準
で
応
え
ら
れ
る

学
園
を
創
り
ま
す
。」「
２
．
生
徒
が
、
何
歳
に

な
っ
て
も
誇
り
を
持
っ
て
語
れ
る
学
園
を
創
り

ま
す
。」「
３
．
教
職
員
が
、
生
徒
の
満
足
を
自

ら
の
喜
び
に
で
き
る
学
園
を
創
り
ま
す
。」
の

３
項
目
を
具
現
化
す
る
た
め
に
教
職
員
一
同
努

力
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
じ
め
に
、
平
成
22
年
度
の
進
路
実
績

か
ら
行
い
、
新
し
い
取
り
組
み
、
新
設
コ
ー
ス

の
活
躍
情
況
、
募
集
状
況
に
つ
い
て
順
に
報
告

い
た
し
ま
す
。

〔
平
成
22
年
度
卒
業
生
の
進
路
実
績
に
つ
い
て
〕

　

本
年
度
は
、
昨
年
と
比
較
し
て
卒
業
生
の
減

少
も
あ
り
合
格
者
総
数
は
減
少
し
ま
し
た
が
、

我
々
、
学
校
と
し
ま
し
て
は
考
え
て
い
た
進
路

結
果
は
残
し
て
く
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
特

に
現
役
生
が
国
公
立
大
学
で
頑
張
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
現
役
の
結
果〔（　

）内
は
現
＋
浪
：
合

計
〕を
少
し
上
げ
ま
す
と
、
大
阪
市
立
大
学
５

名
、
大
阪
府
立
大
学
１
名（
２
名
）、
大
阪
教
育

大
学
２
名（
４
名
）、和
歌
山
大
学
８
名（
９
名
）、

和
歌
山
県
立
医
大
１
名
、
滋
賀
大
学
１
名
、
徳

島
大
学
２
名
な
ど
、
全
体
で
22
名（
29
名
）の
合

格
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
選
抜
特
進
コ
ー
ス
の

半
数
近
く
が
目
標
で
あ
る
国
公
立
大
学
に
合
格

し
ま
し
た
。
難
関
私
立
大
学
へ
合
格
者
数
は
関

西
大
学
29
名（
37
名
）、
関
西
学
院
大
学
12
名

（
17
名
）、
同
志
社
大
学
４
名（
４
名
）、
立
命
館

大
学
２
名（
９
名
）で
全
体
で
47
名（
78
名
）で
し

た
。
平
成
22
年
よ
り
早
稲
田
大
学
か
ら
指
定
校

推
薦
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
学
校
と
し
て
本
校

が
評
価
さ
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
を
ご
理
解
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
代
表
的
な
進

路
実
績
を
Ｐ.

５
に
載
せ
て
お
き
ま
す
。

〔
新
し
い
取
り
組
み
に
つ
い
て
〕

　

本
年
度
は
、
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
リ
ー
グ
の
「
セ
レ

ッ
ソ
大
阪
」
を
運
営
す
る
大
阪
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ

ブ
株
式
会
社
と
学
校
法
人
大
阪
学
芸
が
「
オ
フ

ィ
シ
ャ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
契
約
」
を
締
結
い
た
し

ま
し
た
。〔
理
由
は
「
セ
レ
ッ
ソ
大
阪
」
の
ホ

ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド（
キ
ン
チ
ョ
ウ
ス
タ
ジ
ア
ム
）

が
本
校
か
ら
３
０
０
㍍
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、
地

域
と
連
携
し
た
い
と
い
う
意
向
に
添
い
、
契
約

に
い
た
り
ま
し
た
。〕

　

そ
れ
を
記
念
し
て
「
セ
レ
ッ
ソ
大
阪
」
ア
ン

バ
サ
ダ
ー
で
「
ミ
ス
タ
ー
セ
レ
ッ
ソ
」
こ
と
元

全
日
本
代
表
選
手
で
あ
っ
た
森
島
寛
晃
選
手
に

来
校
し
て
い
た
だ
き
、
全
校
生
徒
の
前
で
ご
あ

い
さ
つ
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
教
育
活
動
の
さ
ま
ざ
ま
な

面
で
協
力
を
し
て
い
た
だ
き
、「
案
内
業
務
や

切
符
切
り
」
な
ど
の
就
業
体
験
、「
車
イ
ス
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
清
掃
活
動
」
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
体
験
な
ど
も
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
９

月
４
日
（
土
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
文
化
祭
に
は

「
セ
レ
ッ
ソ
大
阪
」
か
ら
森
島
ア
ン
バ
サ
ダ
ー

の
参
加
も
あ
り
、
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
９
月
11
日
（
土
）
の
Ｊ
リ
ー
グ
の

試
合
を「
大
阪
学
芸
サ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
マ
ッ
チ
」

〔
対
戦
相
手
は
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
〕
と
位

置
付
け
、
生
徒
お
よ
び
保
護
者
１
名
が
無
料
で

観
戦
い
た
し
ま
し
た
。
試
合
前
に
は
大
勢
の
観

客
の
前
で
吹
奏
楽
部
や
コ
ー
ラ
ス
部
が
演
奏
等

を
行
い
、
サ
ッ
カ
ー
部
、
写
真
部
や
放
送
部
な

ど
が
活
躍
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
学
校
法
人
大
阪
学
芸
が
「
エ
コ
ア
ク

シ
ョ
ン
21
」
に
認
証
・
登
録
（
近
畿
地
区
で
初
）

さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
高
校
と
い
た
し
ま
し

て
は
授
業
の
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
の
中

で
の
取
り
組
み
の
強
化
、「
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」「
ゴ
ミ
の
軽
量
化
」「
太
陽
光
発
電
」

な
ど
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、「
か
け
が
い

の
な
い
地
球
環
境
」
を
守
っ
て
い
く
意
識
づ
け

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

〔
新
設
の
コ
ー
ス
の
活
躍
情
況
に
つ
い
て
〕

　

平
成
22
年
度
よ
り
「
特
技
コ
ー
ス
」
と
「
国

際
コ
ー
ス
」を
設
置
し
ま
し
た
。「
特
技
コ
ー
ス
」

で
は
重
点
ク
ラ
ブ
の
空
手
道
部
の
全
国
大
会
出

場
、
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
全
国
大

平
成
22
年
度 

高
等
学
校
学
事
報
告

校　

長
 

武
田
一
仁

会
出
場
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
重
点
ク

ラ
ブ
で
な
い
ク
ラ
ブ
を
含
め
、
全
ク
ラ
ブ
が
活

性
化
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
活
動
と
し
ま
し
て
は
ト
ル
コ
共
和
国
ア

ン
タ
リ
ア
市
で
行
わ
れ
る
「
ア
マ
チ
ュ
ア
ボ
ク

シ
ン
グ
第
１
回
世
界
女
子
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
大

会
」
に
千
本
瑞
規
さ
ん
が
出
場
、
ペ
ル
ー
で
行

わ
れ
る
「
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ー
フ
ィ
ン
選
手
権

大
会
」
日
本
代
表
４
名
の
一
人
に
山
中
海
輝
く

ん
が
決
ま
り
、
世
界
を
舞
台
に
活
躍
す
る
二
人

の
「
特
技
コ
ー
ス
生
徒
」
が
出
て
き
て
く
れ
た

こ
と
つ
い
て
は
学
校
と
し
て
喜
ば
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。

　
「
国
際
コ
ー
ス
」
で
は
５
名
が
留
学
い
た
し

ま
し
た
。
今
後
は
さ
ら
に
増
加
す
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
新
し
い
学
習
指
導
要
領
で

は
、
英
語
で
の
授
業
が
謳
わ
れ
て
い
る
こ
と
も

あ
っ
て
、
こ
の
留
学
制
度
は
こ
れ
か
ら
の
社
会

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。

〔
募
集
状
況
に
つ
い
て
〕

　

平
成
23
年
入
学
試
験
に
お
い
て
は
「
特
技
コ

ー
ス
」「
国
際
コ
ー
ス
」の
受
験
者
数
が
増
加
し
、

全
体
で
専
願
受
験
者
数
が
増
え
た
こ
と
も
あ

り
、
新
入
生
だ
け
で
６
２
２
名
（
男
子
３
６
３

名
・
女
子
２
５
９
名
）
に
な
り
ま
し
た
。
今
後

も
、
募
集
活
動
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
学
校
と
い
た
し
ま

し
て
は
生
徒
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
「
夢
と
希

望
」
の
実
現
化
に
向
け
て
頑
張
り
ま
す
の
で
、

同
窓
会
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

－ 4－



　

同
窓
会
の
皆
様
に
は
常
日
頃
よ
り
ご
支
援
・
ご

協
力
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
度
会
長
に
就
任
し
、
新
役
員
と
一
丸
と
な

っ
て
共
に
活
動
す
る
所
存
で
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

左
記
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
報
告
を
致
し
ま
す
。

　

５
月
…
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
・
新
旧
役
員
懇
親
会

平
成
23
年
度
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
計
画

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

 

石
崎
由
美
子

　

６
月
… 

大
学
見
学
会
（
立
命
館
大
学
、
京
都
産

業
大
学
）

　

８
月
…
進
路
説
明
会

　

９
月
… 

Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー
、
大
阪
学
芸
サ
ポ
ー
テ

ィ
ン
グ
マ
ッ
チ
参
加

　

10
月
… 

Ｐ
Ｔ
Ａ
社
会
見
学（
未
定
）、進
路
説
明
会

　

11
月
…
進
路
説
明
会

　

12
月
…
私
学
助
成
国
会
請
願

　

１
月
…
私
学
保
護
者
会
に
参
加
、
新
年
会

　

２
月
…
卒
業
式
参
列

　

３
月
…
役
員
会

　

４
月
…
入
学
式
参
列

　

こ
の
他
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞
「
き
ず
な
」
を
年
３

回
発
行
、
風
紀
（
下
校
）
指
導
に
参
加
し
ま
す
。

　

今
後
、
益
々
、
成
器
会
が
ご
発
展
す
る
こ
と
を

願
い
、皆
様
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

体　

育　

祭

日
時
：
６
月
17
日
（
金
）

　

今
年
度
の
体
育
祭
は
、
こ
れ
ま
で
の
ク
ラ
ス
対

抗
と
、
色
別
縦
割
り
４
団
に
よ
る
団
体
戦
を
加
え

た
思
考
で
企
画
を
練
っ
て
い
ま
す
。

　

競
技
も
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
団
体
競
技
を
企

画
し
て
い
ま
す
。

　

ク
ラ
ス
対
抗
だ
け
で
は
、
特
技
コ
ー
ス
の
優
勝

が
予
想
さ
れ
る
中
で
、
苦
肉
の
策
で
あ
み
出
さ
れ

た
案
で
す
が
、
実
は
１
月
29
日
の
代
議
員
会
議
で

体
育
祭
の
あ
り
方
を
審
議
し
た
結
果
、
生
み
出
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　

工
夫
さ
れ
た
今
年
の
体
育
祭
で
し
た
。

文　

化　

祭

日
時
：
９
月
10
日
（
土
）

本
校
グ
ラ
ン
ド
・
体
育
館
・
ホ
ー
ル
・
本
館
・
西

館　

予
定

　

近
年
、
一
般
客
を
合
わ
せ
て
２
５
０
０
人
を
上

回
る
、
大
阪
学
芸
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
文
化

祭
で
す
が
、
昨
年
以
上
に
大
き
く
盛
り
上
が
る
と

予
想
さ
れ
ま
す
。

　

昨
年
好
評
だ
っ
た
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー

提
携
を
結
ん
で
い
る
セ
レ
ッ
ソ
大
阪
の
企
画
テ
ン

ト
、
各
種
模
擬
店
、
体
育
館
・
ホ
ー
ル
で
の
劇
や

ダ
ン
ス
、
バ
ン
ド
な
ど
の
舞
台
発
表
、
盛
り
だ
く

さ
ん
の
企
画
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
大
会

日
時
：
10
月
上
旬

　

具
体
的
な
日
時
は
決
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

本
校
グ
ラ
ン
ド
・
体
育
館
・
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ト
・

長
居
体
育
館
な
ど　

予
定

　

多
種
目
、
多
彩
な
企
画
が
売
り
物
の
ス
ポ
ー
ツ

大
会
で
す
が
、
競
技
を
絞
る
こ
と
を
含
め
て
検
討

し
て
い
ま
す
。
秋
晴
れ
の
中
で
生
徒
た
ち
が
思
い

っ
き
り
躍
動
す
る
姿
を
期
待
し
て
下
さ
い
。

生
徒
自
治
会
行
事

平
成
23
年
度

大　学　名 現 浪 計

国　
　

公　
　

立

神戸大学 1  1
大阪市立大学  5  5
大阪府立大学  1 1  2
大阪教育大学  2 2  4
滋賀大学  1  1
和歌山大学  8 1  9
徳島大学  2  2
島根大学  1  1
兵庫県立大学 1  1
和歌山県立医科大学  1  1
福山市立大学  1  1
沖縄県立大学 1  1
合　計 22 7 29

大　学　名 現 浪 計

関　

東

早稲田大学  1 3  4
法政大学 1  1
中央大学 1  1
東京理科大学  1  1
合　計  2 5  7

主 要 大 学 合 格 一 覧
大　学　名 現 浪 計

関
関
同
立

関西大学 29  8 37
関西学院大学 12  5 17
同志社大学  4 11 15
立命館大学  2  7  9
合　計 47 31 78

大　学　名 現 浪 計

４
女
子
大

同志社女子大学  3 2  5
京都女子大学  6  6
武庫川女子大学  5  5
神戸女学院大学  1  1
合　計 15 2 17

大　学　名 現 浪 計

産
近
甲
龍

京都産業大学 10  10
近畿大学 73 43 116
甲南大学
龍谷大学 14  6  20
合　計 97 49 146

大　学　名 現 浪 計

外
大
関西外国語大学 24 4 28
京都外国語大学 10 10
合　計 34 4 38

大　学　名 現 浪 計

摂
神
追
桃
経
工

摂南大学  31  4  35
神戸学院大学   1   1
追手門学院大学  28  28
桃山学院大学  69 11  80
大阪経済大学  18  4  22
大阪工業大学  13  13
合　計 160 19 179

平成22年度卒業生415名の進路情況
４年制大学 294
短期大学 33
専門学校 37
就職 2
未定 (浪人含む ) 49

合　計 415

－ 5－



1
、　

平
成
23
年
度
入
試
結
果

　

近
隣
競
合
校
の
共
学
化
に
伴
い
、
厳
し
い
平
成

23
年
度
生
徒
募
集
活
動
で
し
た
が
、
秋
に
私
学
に

吹
い
た
「
風
」（
23
年
度
の
新
入
生
か
ら
私
学
の

授
業
料
無
償
化
基
準
が
拡
大
等
）
が
私
学
の
専
願

率
を
上
げ
、
募
集
活
動
を
好
結
果
へ
と
変
え
る
大

き
な
要
因
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら

は
、
ま
す
ま
す
「
教
育
の
中
味
」
が
問
わ
れ
、
国

公
私
立
を
含
め
た
熾
烈
な
生
徒
獲
得
競
争
が
繰
り

広
げ
ら
れ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
要
は

一
時
的
な
外
的
な
要
因
に
目
を
奪
わ
れ
る
の
で
は

な
く
、
内
的
要
因
に
絶
え
ず
目
を
配
り
、「
専
願

で
選
ば
れ
る
学
校
作
り
」
に
教
職
員
一
同
力
を
合

わ
せ
て
頑
張
っ
て
い
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

卒
業
生
の
み
な
さ
ま
、
ご
子
息
や
お
孫
さ
ん
が

受
験
の
折
に
は
、
是
非
母
校
を
お
薦
め
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

募
集
対
策
部
長　

桧
垣
昭
仁

入
学
者
数
：
６
２
２
名

　
　
　
（
男
子
３
６
３
名
：
女
子
２
５
９
名
）

　
　
　
【
募
集
人
員　

４
４
０
名
】

２
、 

平
成
24
年
度　

生
徒
募
集
人
員

　
　

特
技
コ
ー
ス
（
男
女
／
専
願
の
み
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
０
名

　
　

選
抜
特
進
コ
ー
ス
（
男
女
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
０
名

　
　

特
進
理
数
コ
ー
ス
（
男
女
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
２
０
名

　
　

特
進
コ
ー
ス
国
英

　
　

特
進
コ
ー
ス
国
際
（
男
女
）
１
２
０
名

　
　

進
学
コ
ー
ス
国
英

　
　

進
学
コ
ー
ス
国
際
（
男
女
）
１
２
０
名

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

合
計　

４
４
０
名

　

※ 

特
技
コ
ー
ス
…
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
・
芸
能
、

そ
の
他
の
分
野
（
地
域
・
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
社
会
貢
献
な
ど
）
で
各
自
の
特
技
を
生

か
し
な
が
ら
、
自
ら
の
進
路
を
切
り
開
い
て

い
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
コ
ー
ス

① 
地
域
活
動
で
活
躍
す
る
生
徒
・
活
動
実
績

は
あ
る
が
、
本
校
に
ク
ラ
ブ
が
な
い
生
徒

【（
例
）
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ー
ス
ケ
ー
ト
、
ト
ラ

ン
ポ
リ
ン
、
テ
ニ
ス
、
体
操
、
サ
ー
フ
ィ

ン
、
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス
イ
ミ
ン
グ
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
、
ボ
ク
シ
ン
グ
、
ゴ

ル
フ
、
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
、
ボ
ウ
リ
ン

グ
、
ピ
ア
ノ
、
水
泳
、
将
棋
、
囲
碁
、
書

道
、
劇
団
、
芸
能
、
社
交
ダ
ン
ス
な
ど
】

② 

本
校
の
重
点
ク
ラ
ブ
と
し
て
、
特
技
コ
ー

ス
の
生
徒
を
募
集
す
る
ク
ラ
ブ
活
動

【
硬
式
野
球
、
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
、
空
手
道
、
柔
道
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
女

子
）、
陸
上
競
技
（
女
子
中
長
距
離
）、
吹

奏
楽
、
コ
ー
ラ
ス
】

③
そ
の
他
の
特
技
に
長
け
た
生
徒

【
地
域
・
国
際
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
、
社
会
貢

献
な
ど
】

※ 

特
進
コ
ー
ス
・
進
学
コ
ー
ス
の
国
際
は
１
年

間
の
海
外
留
学
を
前
提
と
す
る
コ
ー
ス

３
、 

優
遇
制
度

　

本
校
卒
業
生
の
子
女
・
弟
妹
の
方
が
本
校
に
入

学
さ
れ
た
場
合
に
は
、
入
学
金
の
半
額

を
免
除
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

大
阪
学
芸
高
等
学
校

募
集
対
策
部
報
告

［1.5次］

専願 男子 6名 女子 4名 計 10名

併願 男子 10名 女子 2名 計 12名

16名 6名 22名

（22年度）

専願 男子 5名 女子 0名 計 5名

併願 男子 9名 女子 4名 計 13名

14名 4名 18名

【志願者数】
［１次］

専願 男子 265名 女子 162名 計 427名

併願 男子 857名 女子 1,129名 計 1,986名

1,122名 1,291名 2,413名

（22年度）

専願 男子 154名 女子 108名 計 262名

併願 男子 964名 女子 1,310名 計 2,274名

1,118名 1,418名 2,536名

　

中
等
教
育
学
校
の
今
春
（
平
成
23
年
）
の

大
学
入
試
結
果
を
お
示
し
し
ま
す
。
今
春
で

10
回
目
の
卒
業
生
を
送
り
出
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
卒
業
生
１
３
７

名
中
、
東
大
・
京
大
・
阪
大
（
医
）
を
含
む

国
公
立
大
・
所
管
外
大
学
校
に
36
名
の
現
役

合
格
者
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
卒
業

生
の
4
名
に
1
名
が
国
公
立
大
・
所
管
外
大

学
校
に
現
役
で
合
格
す
る
こ
と
が
で
き
、
進

路
指
導
面
で
大
き
な
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
来
春
は
い
よ
い
よ
「
ス
ー
パ

特
進
Ｅ
コ
ー
ス
」
の
1
期
生
が
結
果
を
出
し

ま
す
。
今
春
よ
り
さ
ら
に
大
き
な
実
績
を
出

し
て
く
れ
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
ご
期
待
下
さ
い
。

大
阪
学
芸
中
等
教
育
学
校

募
集
対
策
部
報
告

大　学 総数 現役
東京 1 1
京都 1 1
大阪 6(医1) 4(医1)
東北 1 1
神戸 1 1
大阪市立 7 7
大阪府立 2 1
大阪教育 1 1
和歌山 4 3
滋賀 1 1
三重 1 1
神戸市立看護 1 1
奈良県立 1 1
奈良県立医科 1(医1)
香川 1 1
徳島 1(医1) 1(医1)
岡山 1
信州 1 1
都留文科 1 1
国際教養 1 1
埼玉 1 1
静岡県立 1 1
福井 1 1
九州歯科 1 1
防衛医科大学校 1(医1) 1(医1)
防衛大学校 2 2
合計 42(医4) 36(医3)

平成23年 大阪学芸中等教育学校 大学入試結果（抜粋）
卒業生徒数　１３７名
国公立大学および所管外大学校

大　学 総数 現役
同志社 20 18
関西学院 23 17
立命館 24 20
関西 39 37
慶応義塾 1 1
明治 1 1
立教 1 1
京都産業 13 13
近畿 58 46
甲南 2 2
龍谷 1
京都女子 3 3
同志社女子 7 7
武庫川女子 6 6
神戸女学院 2 2

主な私立大学

学　部 総数 現役
医学部医学科 6 3
歯学部 4 4
薬学部 11 11

医歯薬

平成23年4月1日現在
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●
同
窓
会
ク
ラ
ス
幹
事
委
嘱
状
授
与
式

　

平
成
22
年
２
月
20
日
（
土
）
午
前
11
時

　

48
名
16
ク
ラ
ス

　

出
席
者　

仲
西　

晃
副
会
長
・
他
副
会
長

●
平
成
22
年
２
月
22
日
（
月
）
午
前
10
時
〜

　

於
…
本
校
体
育
館

•
大
阪
学
芸
高
等
学
校　

卒
業
式

　

卒
業
生
６
３
４
名

　

出
席
者　

和
田
貞
夫
会
長

●
平
成
22
年
３
月
13
日
（
土
）
午
後
６
時
〜

　

於
…
天
王
寺
東
映
ホ
テ
ル

•「
常
任
幹
事
」　

任
命
式
・
懇
親
会

　

常
任
幹
事
20
名

　
　
　
（
昭
和
44
年
卒
業
〜
平
成
21
年
卒
業
）

　

同
窓
会
役
員
７
名
・
高
等
学
校
教
職
員
５
名

●
平
成
22
年
３
月
20
日
（
土
）
午
後
２
時
〜

　

於
…
本
校
南
館
３
階
講
習
室

•
第
５
回
役
員
・
委
員
会
議　

出
席
者
14
名

　
（
１
）
総
会
及
び
懇
親
会
の
準
備
に
つ
い
て

　
（
２
）
規
約
改
正

　
（
３
） 

報
告
事
項
（
３
月
13
日
（
土
）
常

任
幹
事
任
命
式
・
懇
親
会
）

　
（
４
）
そ
の
他

●
平
成
22
年
４
月
２
日
（
金
）

　

午
前
10
時
30
分
・
於
…
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
阪
ホ
ー
ル

•
大
阪
学
芸
高
等
学
校　

入
学
式

　

入
学
生
４
９
６
名

　

和
田
貞
夫
会
長
・
足
立
好
一
・
仲
西　

晃
副
会
長

●
平
成
22
年
４
月
10
日
（
土
）
午
後
２
時
〜

　

於
…
本
校
南
館
３
階
講
習
室

•
第
６
回
役
員
・
委
員
会
議　

出
席
者
15
名

　
（
１
）
会
則
の
改
正

　
（
２
）
総
会
及
び
懇
親
会
の
準
備
に
つ
い
て

　
（
３
）
そ
の
他

●
平
成
22
年
５
月
15
日
（
土
）
午
後
４
時
〜

　

於
…
道
頓
堀
ホ
テ
ル
（
役
員
３
時
）

•
定
期
総
会　

午
後
４
時
〜　

出
席
者
93
名

　
　
　
　
　
　

議　

長
・
漣　

良
介
副
会
長

　
　
　
　
　
　

副
議
長
・
田
中
敏
文
副
会
長

「
報
告
事
項
」 

平
成
21
年
度
・
行
事
報
告
・

決
算
報
告
・
監
査
報
告
そ
れ

ぞ
れ
報
告
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

「
審
議
事
項
」 

平
成
22
年
度
・
行
事
計
画（
案
） 

・
予
算（
案
）

会
則
の
改
正
、
役
員
の
改
選
、

す
べ
て
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

•
懇
親
会　

午
後
６
時
〜

総
会
に
続
い
て
記
念
写
真
撮

影
後
、
懇
親
会
が
催
さ
れ
８

時
30
分
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

●
平
成
22
年
６
月
12
日
（
土
）
午
後
２
時
〜

　

於
…
本
校
南
館
３
階
講
習
室

　

第
１
回
役
員
・
委
員
長
会
議　

出
席
者
19
名

　
（
１
）
会
長
挨
拶

　
（
２
） 
役
員
任
命
（
顧
問
の
推
薦
・
各
委

員
会
の
委
員
長
・
委
員
の
選
出
）

　
（
３
）
定
期
総
会
の
反
省

　
（
４
）
和
田
前
会
長
慰
労
会
開
催
に
つ
い
て

●
平
成
22
年
６
月
17
日
（
水
）
午
前
９
時
〜

　

本
校
グ
ラ
ン
ド

　

大
阪
学
芸
高
等
学
校
体
育
祭

• 

仲
西　

晃
会
長
よ
り
各
ク
ラ
ブ
の
キ
ャ
プ

テ
ン
に
メ
ダ
ル
贈
呈

●
平
成
22
年
７
月
５
日
（
月
）
午
後
６
時
30
分

　

於
…
リ
ー
ガ
ー
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
堺

　

第
２
回
役
員
・
委
員
長
会
及
び
慰
労
会

　

出
席
者
30
名

　
（
１
）
役
員
の
追
加
と
変
更
に
つ
い
て

　
（
２
）
高
野
山
普
賢
院
１
泊
旅
行
に
つ
い
て

　
（
３
）
学
園
に
高
野
山
旅
行
の
参
加
要
請

　

○
慰
労
会
・
和
田
貞
夫
前
会
長

　

○
感
謝
の
会
・
髙
橋
峰
和
前
校
長

●
平
成
22
年
８
月
７
日
（
土
）
〜
８
日
（
日
）

　

参
加
者
14
名

　

高
野
山
普
賢
院
１
泊
と
ホ
テ
ル
野
迫
川
温
泉
旅
行

●
平
成
22
年
９
月
25
日
（
土
）
午
後
２
時
〜

　

於
…
本
校
南
館
３
階
講
習
室

　

第
３
回
役
員
・
委
員
長
会
議　

出
席
者
17
名

「
報
告
事
項
」

　
（
１
）
和
田
名
誉
会
長
・
髙
橋
前
校
長
慰
労
会
の
件

　
（
２
）
22
年
度
高
野
山
参
拝
の
件

　
（
３
）
そ
の
他

「
審
議
事
項
」

　
（
１
）
秋
季
懇
親
会
の
準
備
に
つ
い
て

　
（
２
）
会
報
発
行
に
関
す
る

　
　
　

 

ス
タ
ン
ス
の
確
認
と
検
討

　
（
３
）
そ
の
他

●
平
成
22
年
11
月
20
日
（
土
）
午
後
５
時
〜

　

於
…
ニ
ュ
ー
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
南
大
使
館

　

出
席
者
76
名

「
平
成
22
年
度
秋
季
懇
親
会
」

　

司
会
・
米
田
耕
作
副
会
長
の
開
会
宣
言
で
開
幕

●
平
成
22
年
12
月
12
日
（
日
）
午
前
11
時
15
分

　

於
…
み
ど
り

　

第
４
回
役
員
・
委
員
長
会
議　

出
席
者
22
名

「
報
告
事
項
」
秋
季
懇
親
会
の
反
省

「
審
議
事
項
」

　
（
１
） 

今
年
度
の
卒
業
生
に
対
し
同
窓
会

か
ら
何
が
出
来
る
こ
と
は
な
い
か

（
在
校
生
に
対
し
て
も
検
討
す
る
）

　
（
２
） 

各
行
事
案
内
の
発
送
者
リ
ス
ト
の

管
理
に
つ
い
て

　
（
３
） 

同
窓
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
に

つ
い
て

　
（
４
） 

年
間
行
事
の
日
程
を
決
定
す
る
件

に
つ
い
て

　
（
５
） 

会
報
の
原
稿
に
つ
い
て

　
　

・
各
部
署
の
原
稿
作
成
と
写
真
を
用
意
す
る

　
　

・
ク
ラ
ブ
活
動
の
集
合
写
真
を
揃
え
て
お
く
等
々

　
（
６
）
そ
の
他

•
仲
西　

晃
会
長
就
任
祝
賀
会
・
忘
年
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

12
時
15
分
〜

●
平
成
22
年
12
月
17
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

　

於
…
本
校

「
校
祖
祭
」　

出
席
者
３
名

　

 

和
田
貞
夫
名
誉
会
長
・
仲
西　

晃
会
長
・

足
立
好
一
副
会
長

●
平
成
23
年
１
月
15
日
（
土
）
午
後
２
時
〜

　

於
…
本
校
南
館
３
階
講
習
室

　

第
５
回
役
員
・
委
員
長
会
議　

出
席
者
18
名

　

◎
会
長
・
副
会
長
会
議

　

◎
役
員
・
委
員
長
会
議

「
報
告
事
項
」

　
（
１
）
会
長
・
副
会
長
会
議
の
結
果

　
（
２
）
そ
の
他

「
審
議
事
項
」

　
（
１
）
会
報
発
行
に
関
す
る
件

　
（
２
） 

高
野
山
慰
霊
碑
参
拝
日
帰
り
組
可

能
か
検
討
す
る
件

　
（
３
）
そ
の
他

●
平
成
23
年
２
月
19
日
（
土
）
午
後
２
時
〜

　

於
…
本
校
南
館
３
階
講
習
室

　

第
６
回
役
員
・
委
員
長
会
議　

出
席
者
19
名

「
報
告
事
項
」

　
（
１
）
新
会
則
を
郵
便
局
に
提
出
し
た
件

　
（
２
）
新
役
員
（
常
任
幹
事
副
代
表
）
就
任
・
紹
介

　
（
３
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
の
進
捗
状
況

「
審
議
事
項
」

　
（
１
）
16
号
成
器
会
会
報
に
関
す
る
件　

会 

　
　
　

  

報
発
行
と
そ
の
予
算
と
の
関
係
に
つ

い
て　

発
行
部
数
と
発
送
部
数
の
再

検
討　

原
稿
作
成
担
当
者
の
決
定　

原
稿
提
出
締
切
日
の
決
定　

最
終
校

正
の
日
程　

そ
の
他
会
報
発
行
に
関

す
る
あ
ら
ゆ
る
件
の
検
討

　
（
２
） 

会
費
を
コ
ン
ビ
ニ
可
能
に
す
る
為

の
検
討

　
（
３
）
平
成
23
年
定
時
総
会
の
準
備

　
（
４
）
そ
の
他

●
同
窓
会
ク
ラ
ス
幹
事
委
嘱
状
授
与
式

　

平
成
23
年
２
月
21
日
（
月
）
午
前
10
時
30
分

　

於
…
会
議
室

　

33
名
11
ク
ラ
ス

　

出
席
者
・
仲
西　

晃
会
長
・
他
副
会
長

●
平
成
23
年
２
月
22
日
（
火
）
午
前
10
時
〜

　

於
…
本
校
体
育
館

•
大
阪
学
芸
高
等
学
校　

卒
業
式

　

卒
業
生
４
１
５
名　

出
席
者

　

 

和
田
貞
夫
名
誉
会
長
・
仲
西　

晃
会
長
・

足
立
好
一
副
会
長

●
平
成
23
年
３
月
19
日
（
土
）
午
後
２
時
〜

　

於
…
本
校
南
館
３
階
講
習
室

　

第
７
回
役
員
・
委
員
長
会
議　

出
席
者
21
名

「
報
告
事
項
」

　
（
１
）
新
卒
業
生
の
幹
事
へ
委
嘱
状
授
与

　
（
２
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
の
進
捗
状
況

　
（
３
）
そ
の
他

「
審
議
事
項
」

　
（
１
）
16
号
成
器
会
会
報
発
行
に
関
す
る
件

　
（
２
）
平
成
23
年
定
期
総
会
の
資
料
作
成
及
び
準
備

　
（
３
）
役
員
欠
員
に
よ
る
補
充
の
件

　
（
４
）
そ
の
他

●
平
成
23
年
４
月
４
日
（
月
）
午
前
10
時
30
分

　

於
…
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
阪
ホ
ー
ル

　

大
阪
学
芸
高
等
学
校　

入
学
式

活
動
報
告

　

入
学
生
６
２
２
名

　

 

和
田
貞
夫
名
誉
会
長
・
仲
西　

晃
会
長
・

足
立
好
一
副
会
長

●
平
成
23
年
４
月
16
日
（
土
）
午
後
２
時
〜

　

於
…
本
校
南
館
３
階
講
習
室

　

第
８
回
役
員
・
委
員
長
会
議　

出
席
者
16
名

「
報
告
事
項
」

　
（
１
） 

同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
完
成
、
大

阪
学
芸
校
等
学
校
（
成
器
会
）
で

ア
ッ
プ
し
ま
し
た

　

ア
ド
レ
スhttp://www.gakugei-seikikai.jp

　
（
２
）
そ
の
他

「
審
議
事
項
」

　
（
１
）
平
成
23
年
定
期
総
会
の
準
備

　
（
２
）
会
報
16
号
発
行
の
準
備

　
（
３
）
そ
の
他

●
平
成
23
年
５
月
21
日
（
土
）
午
後
２
時
〜

　

於
…
本
校
南
館
３
階
講
習
室

　

第
9
回
役
員
・
委
員
長
会
議　

出
席
者
15
名

「
報
告
事
項
」

　
（
１
）
高
野
山
日
帰
り
参
拝
の
コ
ー
ス
に
つ
い
て

　
（
２
）
そ
の
他

「
審
議
事
項
」

　
（
１
）
平
成
23
年
定
期
総
会
の
準
備

　
（
２
）
会
報
16
号
発
行
の
準
備

　
（
３
）
会
報
16
号
広
告
掲
載
の
再
検
討
に
つ
い
て

　
（
４
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

　
（
５
）
慶
弔
・
表
彰
制
度
に
つ
い
て

　
（
６
）
そ
の
他

●
平
成
23
年
６
月
11
日
（
土
）

•
定
期
総
会　

午
後
４
時
〜　

出
席
者
65
名

　

議　

長
・
田
中
敏
文
副
会
長

　

副
議
長
・
桜
井
良
一
副
会
長

「
報
告
事
項
」 

平
成
22
年
度
・
行
事
報
告
・

決
算
報
告
・
監
査
報
告
そ
れ

ぞ
れ
報
告
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

「
審
議
事
項
」 

平
成
23
年
度
・
行
事
計
画

（
案
）
・
予
算
（
案
）
等
す

べ
て
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

•
懇
親
会　

午
後
６
時
〜

　
　
　
　
　
　

 

総
会
に
続
い
て
記
念
写
真
撮

影
後
懇
親
会
が
催
さ
れ
８
時

30
分
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
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二
、
平
成
二
十
一
年
度
決
算
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　

井
原
靖
二
副
会
長
兼
会
計

三
、
平
成
二
十
一
年
度
監
査
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　

本
田
重
彦
会
計
監
事
よ
り

　

そ
れ
ぞ
れ
報
告
を
受
け
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

審
議
事
項

一
、
平
成
二
十
二
年
度
行
事
計
画
（
案
）

　
　
　
　
　
　
　
　

足
立
好
一
副
会
長

ニ
、
平
成
二
十
二
年
度
予
算
（
案
）

　
　
　
　
　
　
　
　

井
原
靖
二
副
会
長
兼
会
計

三
、
会
則
改
正　
　

仲
西　

晃
副
会
長　
　
　

　
　
　
　

会
則　

大
阪
学
芸
高
等
学
校
同
窓
会

（
成
器
会
）

　
　
　
　
　
　
　

改
正
案
全
会
一
致
で
可
決
承
認

四
、
役
員
改
選

　
　

会　
　

長　
　

仲
西　
　

晃　
（
副
会
長
）

　
　

名
誉
会
長　
　

和
田　

貞
夫　
（
会　

長
）

　
　
　

 

こ
れ
か
ら
も
同
窓
会
発
展
の
為
ご
指
導
の

程
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

各
議
案
全
て
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
松
田
和
人
副
会
長
よ
り
閉
会
の
挨
拶

を
受
け
無
事
終
了
致
し
ま
し
た
。

懇
親
会

　

総
会
に
続
き
、
午
後
六
時
よ
り
懇
親
会
が
開
催

さ
れ
た
。

　

米
田
副
会
長
に
宴
会
の
司
会
を
願
い
、
仲
西
新

会
長
並
び
に
学
園
側
よ
り
岡
本
利
雄
理
事
長
、
川

野
善
之
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
力
強
い
挨
拶

を
頂
き
、
足
立
副
会
長
よ
り
心
強
い
乾
杯
の
音
頭

で
宴
が
始
ま
り
、
先
生
方
も
同
窓
会
と
一
体
と
な

り
、
お
酒
の
酔
い
が
回
る
に
連
れ
て
学
生
時
代
に

戻
り
思
い
出
話
に
花
が
咲
き
お
開
き
の
時
間
と
な

り
、
懇
親
会
も
無
事
終
わ
り
最
後
に
全
員
で
校
歌

斉
唱
で
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

総　

会

　

平
成
二
十
二
年
五
月
一
五
日
（
土
）
午
後
四
時

よ
り
い
つ
も
の
道
頓
堀
ホ
テ
ル
に
於
い
て
、
今
年

は
地
下
の
大
ホ
ー
ル
を
貸
切
り
、
各
ク
ラ
ブ
の
顧

問
の
先
生
方
も
多
数
出
席
を
願
い
一
〇
〇
名
近
く

の
大
多
数
の
参
加
の
下
、
特
に
今
年
の
特
徴
は
平

成
一
九
年
〜
二
二
年
度
卒
の
女
子
の
出
席
者
一
五

名
も
の
多
数
の
初
参
加
を
見
、
盛
大
に
定
期
総
会

が
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

司
会
者
の
西
野
仁
彦
副
会
長
の
開
会
宣
言
で
始

ま
り
和
田
貞
夫
会
長
の
挨
拶
で
、
故
井
内
博
見
前

理
事
長
よ
り
会
長
を
引
き
継
ぎ
、
一
〇
年
間
の
長

期
に
渡
り
同
窓
会
活
動
で
色
々
学
校
側
と
交
渉
致

し
、
一
つ
ひ
と
つ
難
問
を
解
決
す
る
事
が
出
来
、

良
い
方
向
に
前
進
す
る
事
が
出
来
た
と
説
明
が
有

り
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
、
新
し
い
会
長
に
仲
西　

晃
副
会

長
が
引
継
い
で
頂
く
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

学
園
側
か
ら
武
田
一
仁
校
長
よ
り
学
事
報
告
が

有
り
今
年
の
卒
業
生
六
三
四
名
又
新
入
生
は
四
九

六
名
と
増
加
の
傾
向
、
第
一
〇
八
回
入
学
式
は
場

所
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
に
て
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
他
進

学
状
況
、
当
事
務
局
等
の
説
明
並
び
に
挨
拶
を
受

け
ま
し
た
。

　

議
長
は
漣　

良
介
副
会
長
、
副
議
長
に
田
中
敏

文
副
会
長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項

一
、
平
成
二
十
一
年
度
行
事
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　

足
立
好
一
副
会
長

副
会
長　

漣　

良
介

定
期
総
会
・
懇
親
会

平
成
22
年

平成22年度　総会出席者

行

事

報

告
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平
成
二
十
二
年
十
一
月
二
十
日
（
土
）
午
後

五
時
よ
り
ニ
ュ
ー
ミ
ュ
ン

ヘ
ン
南
大
使
館
に
於
い

て
、
七
十
九
名
の
出
席
の

も
と
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
ご
来
賓
と
し
て
学
園

か
ら
岡
本
利
雄
理
事
長
、

武
田
一
仁
校
長
、
井
上
奠

夫
中
等
学
校
長
、
理
事
の

先
生
、
各
ク
ラ
ブ
の
顧
問

の
先
生
方
、Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、

川
野
喜
之
氏
の
ご
出
席
を

戴
き
定
刻
通
り
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

第
一
部
司
会
米
田
副
会

長
の
開
会
宣
言
に
始
ま
り

物
故
者
へ
の
黙
祷
に
続

き
、
仲
西
会
長
挨
拶
、
学

園
を
代
表
し
て
、
岡
本
理

事
長
挨
拶
、
武
田
校
長
学

事
報
告
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
川

野
氏
の
挨
拶
を
頂
き
、
記

念
撮
影
を
済
せ
、
第
二
部

　

今
年
も
例
年
通
り
、
普
賢
院
一
泊
旅
行
が
八

月
七
日
（
土
）、
八
日
（
日
）
で
執
り
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

　

あ
の
暑
い
暑
い
大
阪
か
ら
、
涼
し
い
高
野
山

へ
来
た
だ
け
で
も
ホ
ッ
ト
す
る
思
い
が
致
し
ま

し
た
。

　

夕
食
事
の
仲
西
会
長
の
挨
拶
で
は
、
学
園
と

同
窓
会
も
意
思
の
疎
通
が
は
か
ら
れ
て
い
る
と

の
事
、
又
、
初
め
て
の
事
だ
が
、
こ
の
旅
行
に

対
し
学
園
よ
り
、
お
祝
と
し
て
金
一
封
を
頂
戴

し
た
と
の
報
告
が
あ
り
感
謝
の
意
を
表
さ
れ
ま

し
た
。
又
今
後
は
こ
の
旅
行
に
学
園
側
か
ら
も

赤
井
理
事
だ
け
で
な
く
多
く
の
方
々
に
参
加
し

て
頂
け
る
よ
う
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

学
園
を
代
表
し
て
赤
井
理
事
の
挨
拶
の
後
、

和
田
前
会
長
の
乾
杯
と
和
や
か
な
宴
が
始
ま
っ

た
。

　

翌
日
は
早
朝
よ
り
全
員
勤
行
に
参
加
し
、
仏

塔
下
に
安
置
さ
れ
て
い
る
仏
舎
利
に
手
を
合
せ

お
祈
り
を
さ
せ
て
頂
き
、
朝
食
、
記
念
撮
影
の

後
、
例
年
通
り
数
珠
屋
四
郎
兵
衛
土
産
物
店
の

バ
ス
に
て
奥
の
院
の
ほ
ん
近
く
の
御
廟
橋
横
ま

で
送
っ
て
戴
き
奥
の
院
参
拝
、
帰
途
、
山
本
和

光
先
生
の
遺
骨
を
学
園
関
係
物
故
者
慰
霊
碑
に

奥
さ
ん
の
手
で
納
骨
さ
れ
、
普
賢
院
の
お
坊
さ

ん
の
読
経
の
中
、
皆
一
人
一
人
焼
香
し
、
山
本

先
生
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
次
の
ホ
テ
ル
野
迫
川
へ
行
く
の
に
多

少
時
間
が
あ
っ
た
の
で
、
希
望
者
だ
け
が
高
野

山
大
本
山
金
剛
峯
寺
に
参
拝
、
立
派
な
石
庭
を

拝
観
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
野
迫
川
温
泉
で
は

気
持
良
い
温
泉
に
つ
か
り
ニ
ジ
鱒
ず
く
し
の
お

い
し
い
昼
食
を
戴
き
、
命
の
洗
濯
が
出
来
た
様

で
し
た
。
例
年
通
り
高
野
山
頂
駅
ま
で
送
っ
て

頂
き
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

へ
司
会
桜
井
副
会
長
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
、

和
田
貞
夫
名
誉
会
長
の
乾
杯
の
音
頭
で
宴
会
に

入
り
ま
し
た
。各
テ
ー
ブ
ル
も
笑
顔
が
は
じ
け
、

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
楽
し
み
、
時
の
経
つ
の
も
忘
れ

て
な
ご
や
か
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

足
立
副
会
長
の
閉
会
挨
拶
で
懇
親
会
を
無
事

終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

高
野
山
普
賢
院
一
泊
と

ホ
テ
ル
野
迫
川
温
泉
旅
行

副
会
長　

西　

野　

仁　

彦高野山普賢院　出席者

秋
季
懇
親
会
開
催

平
成
22
年
度

書　

記　

甘　

佐　
　

勝

秋季懇親会出席者
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小
郷 

朱
理
（
２
０
０
９
年
度
卒
業
）

　

２
０
１
１
年
２
月
11

日
、
ゆ
め
八
道
頓
堀
店

に
て
、
２
０
０
９
年
度

卒
業
生
の
同
窓
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

高
校
時
代
の
友
人
に

会
い
た
い
！
先
生
に
会

い
た
い
！
と
い
う
一
心

で
声
を
掛
け
た
と
こ

ろ
、
12
ク
ラ
ス
か
ら
卒

業
生
１
５
４
人
と
12
人

の
恩
師
の
方
々
が
参
加

し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

　

懐
か
し
い
想
い
出
話

に
花
を
咲
か
せ
、
笑
顔

い
っ
ぱ
い
で
楽
し
ん
で

い
る
様
子
が
と
て
も
印

象
的
で
、
高
校
生
に
戻

っ
た
よ
う
な
素
晴
ら
し

い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
機
会
を
作
れ
た
こ
と
を
本
当

に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

ま
た
会
い
ま
し
ょ
う
！

学
年
・
ク
ラ
ス
・
支
部
会
報
告

ゆめ八道頓堀店にて

　

２
０
１
０
年
10
月
30
日　

第
20
回
世
界

空
手
選
手
権
大
会
が
セ
ル
ビ
ア
共
和
国
ベ

オ
グ
ラ
ー
ド
市
で
行
わ
れ
、
女
子
団
体
形

で
出
場
し
た
、
酒
居
芙
美
さ
ん
（
本
学
園

高
等
学
校
Ｈ
17
年
度
卒
）、
井
上
和
代
さ

ん
、木
村
陽
子
さ
ん
の
３
選
手
が
優
勝
し
、

世
界
一
の
栄
冠
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
、
全
16
階
級
中
、
日
本
の
金

メ
ダ
ル
は
２
個
に
と
ど
ま
り
、
空
手
の
世

界
中
へ
の
広
が
り
と
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
痛

感
さ
せ
ら
れ
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
が
、

そ
ん
な
中
、
女
子
団
体
形
の
優
勝
で
日
本

空
手
の
伝
統
の
底
力
を
示
せ
た
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
ま
す
。

　

酒
居
芙
美
さ
ん
は
Ｈ
13
年
に
大
阪
学
芸

高
校
に
入
学
し
、
空
手
道
部
で
活
躍
。
全

国
高
校
選
抜
大
会
優
勝
（
団
体
）、
国
民

体
育
大
会
優
勝
（
個
人
）
な
ど
の
成
績
を

お
さ
め
ま
し
た
。
高
校
卒
業
後
は
同
志
社

大
学
に
進
み
、
全
日
本
学
生
選
手
権
で
準

優
勝
（
個
人
）
し
、
団
体
で
は
先
輩
の
井

上
さ
ん
、
木
村
さ
ん
と
チ
ー
ム
を
組
み
、

関
西
学
生
選
手
権
で
は
２
連
覇
も
し
て
い

ま
す
。
そ
の
後
、
実
業
団
の
強
豪
グ
ロ
ウ

バ
ル
に
進
み
、全
日
本
実
業
団
で
優
勝（
団

体
・
個
人
）
す
る
な
ど
輝
か
し
い
成
績
を

お
さ
め
て
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
苦
難
を
乗
り
越
え
て
世
界

一
と
な
っ
た
井
上
さ
ん
、
木
村
さ
ん
、
酒

居
さ
ん
の
ご
努
力
を
は
じ
め
、
全
日
本
ナ

シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
、
同
志
社
大
学
空
手
道

部
、
実
業
団
グ
ロ
ウ
バ
ル
の
み
な
さ
ん
の

ご
指
導
に
は
頭
が
下
が
る
思
い
で
す
。

　

こ
の
偉
業
を
学
園
と
し
て
は
本
当
に
嬉

し
く
誇
り
に
思
い
ま
す
。
世
界
一
達
成　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
!!

お
め
で
と
う
世
界
一
!!

（
本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
紹
介
）

酒 

居  

芙 
美  
選
手

﹇
短
信
﹈
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（
昭
和
46
年
３
月
卒
業

　
　
　
　

３
年
Ｃ
組
担
任
久
米
藤
馬
先
生
）

　

平
成
22
年
10
月
31
日
（
日
）
高
校
を
卒
業

し
て
39
年
ぶ
り
に
同
窓
会
（
ク
ラ
ス
会
）
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
高
校
の
正
門

前
に
集
合
し
、鈴
木
先
生
（
同
窓
会
事
務
局
）

の
ご
好
意
に
よ
り
、
校
舎
を
見
学
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
当
時
と
は
環
境
が
ガ
ラ
ッ

と
変
わ
っ
て
お
り
、エ
レ
ベ
ー
タ
を
設
置
し
、

男
女
共
学
は
も
ち
ろ
ん
、
大
学
進
学
実
績
を

始
め
、
母
校
の
発
展
に
は
目
を
見
は
る
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。

　

懇
親
会
場
は
、
場
所
を
移
し
、
オ
ヤ
ジ
が

集
い
、
懐
か
し
い
話
に
花
を
咲
か
せ
、
若
か

り
し
あ
の
頃
に
戻
っ
て
な
ご
や
か
に
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
当
初
は
、
39
年
の
空

白
を
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、会
っ
た
瞬
間
、

歳
を
と
っ
て
も
す
ぐ
に
青
春
の
心
に
戻
り
、

心
配
が
吹
っ
飛
び
ま
し
た
。
さ
す
が
、
同
じ

ク
ラ
ス
で
勉
学
？
し
た
仲
間
で
あ
り
、
同
期

の
桜
で
す
。

　

同
窓
会
は
会
社
で
の
し
が
ら
み
や
先
輩
・

後
輩
の
上
下
関
係
も
な
く
、
本
音
で
話
せ
る

場
所
で
す
。
今
回
諸
事
情
で
参
加
で
き
な
か

っ
た
方
々
も
次
回
は
是
非
ご
参
加
お
待
ち
し

39
年
ぶ
り
に
同
窓
会
開
催

て
い
ま
す
。

　

３
年
Ｃ
組
の
同
窓
会
の
名
称
を
参
加

者
全
員
一
致
で
決
定
し
ま
し
た
。

　

久
米
藤
馬
先
生
の
お
名
前
を
い
た
だ

き
『
藤
馬
会
』
と
称
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
楽
し
い
企
画
を
考
え
て

い
き
ま
す
の
で
、『
藤
馬
会
』
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す

　

来
年
（
平
成
24
年
）
は
、
久
米
先
生

も
喜
寿
（
77
歳
）
を
迎
え
ら
れ
、
わ
れ

わ
れ
も
還
暦
（
60
歳
）
を
迎
え
ま
す
。

慶
ば
し
い
年
に
な
り
ま
す
の
で
、
何
か

楽
し
い
企
画
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ク
ラ
ス
会

開
催
に
あ
た
り
、
同
窓
会
事
務
局
の
皆

様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
何

卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

追 

伸

同
窓
会
（
藤
馬
会
）
川
柳

　

＊
会
報
が
恩
師
を
探
す
手
が
か
り
に

　

＊
久
米
先
生
教
え
子
さ
て
お
き
元
気
一
番

　

＊
藤
馬
会
妻
を
忘
れ
て
開
放
感

　

＊
痛
風
や
高
血
圧
が
花
ざ
か
り

　

＊
年
金
が
還
暦
間
近
道
し
る
べ
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返信はがきが届いた分のみ掲載しました（順不同）返信はがきが届いた分のみ掲載しました（順不同）

懐かしい先生の先 生 お 元 気 で す か ！ 消 息消 息
平成18年３月退職竹谷 和夫 先生

　高校の修学旅行で十和田湖・松島。岩手国体で雫石、新婚旅行で
東北巡り。青年時代いろいろお世話になった地域が、関東大震災の
35倍、阪神淡路大震災の1450倍に匹敵する大災害が襲いかかり、
観測史上経験したことのない規模です。
　被災した地域と被災者の生活再建のためにも、当面の救援がかぎ
になります。すべての人々が自分のこととして被災者の苦難に思い
をはせ、力を合わせたいものです。健康ウォークの会で楽しんでい
ます。

平成23年退職北原 祥弘 先生
この３月31日40年間にわたる、教員生活に終止符をうちました。
成器商業高等学校に奉職、成器高等学校そして大阪学芸高等学校へと時代が流れ（商
業高校、普通科高校、男女共学校）それに逆らうことなく学校運営にかかわりました。
40年間在職しましたが、結局吹奏楽部とのかかわりが私にとって多くの思い出と
なってしまいました。そこで得た結論は学校という場所は「生徒が一番大切」であっ
たということです。
まだまだ吹奏楽界からは離れられず、関西吹奏楽連盟理事、大阪府吹奏楽連盟副理事
長、日本吹奏楽指導者協会会員として幅広く活動しております。
今年度、本校吹奏楽部OB吹奏楽団とのかかわりを密にしたい…。と思っております。
またどこかでお目にかかることができれば！
OB吹奏楽団の演奏会の予定等は鈴木清先生まで。

平成17年退職 平成２年退職
鈴木 克爾 先生
マイペースで過しています。健
康早朝ランニング（月平均120
～150km）と読書。
４／10長居競技場で中・高記録
会の審判に行って来ました。懐
しいです。

平成23年中等へ転出
木本 景子 先生
平成23年度（今年）より中等教
育学校へ異動しました。
今年度よりお隣にある大阪学芸中
等教育学校へ異動となりました。
現在は中学１年生の担任をしてお
り日々奮闘中です。
相変わらず元気いっぱい大きな声
で頑張ってます。

平成10年退職高田 和明 先生
懐かしい学園の御恩を忘れることはありません。昭和38年奉職し
た若輩が慕った杉本圭市先生・田辺忠雄先生・昨年村上芳夫先生も
逝かれました。柴田政義先生は日本社会福祉大学の名誉教授でご健
在です。
この間、週刊誌で全国の高校の進学状況を知りました。大きな負を
背負いながら健闘している先生方と生徒達を誇りに思い、ありがた
く感じます。この現場の頑張りを無にしない尽力を同窓会に期待し
ます。

細本 輝茂 先生
毎日、幼児から高校生迄、空手
指導をしています。今年２月13
日（日）に元成器高校空手道部
ＯＢ12名と新年会を催し、昔を
なつかしみました。

岡川 啓司 先生

大阪学芸に勤めて、19年目を迎
えました。今年度から中等教育

学校の校長として、学園・学校

の発展のため、勤務する事にな

りました。

大阪女子高等学校に非常勤講師

で勤務しています。

商業科・情報科で簿記・原価計

算（工業簿記）情報（パソコン

…ワード・エクセル・パワーポ

イントetc）を教えています。

また成器（学芸）に戻れたら

なーと思っています。よろしく

お願いします。

久米 藤馬 先生
新しい企画ご苦労様です。私の

人生をバレーボールからテニス

と変えて、日本で２番目の世界

大会が行われる靭テニスセン

ターの管理を行っています。テ

ニスに興味のある方一度来館下

さい。

平成12年３月退職

野田 和男 先生

元気にして居りますが体力は落

ちた様に思います。

平成８年退職

前川 啓治 先生

八年程前から小品盆栽に興味を

持ち五年近く京都まで教室にも

通っていました。そのおかげで、

個性豊かな盆栽仲間との交流も

深まり日々充実しています。

また健康増進のため長居公園周

辺のウォーキングも楽しんでい

ます。

昭和42年退職

久保井 正三 先生
78歳になりました。

公認会計士・税理士をしています。

国際会計基準の導入や税法の毎年の

改正等勉強することが一杯あります。

２つの大病（前立腺癌・膵臓癌－い

ずれも手術で除去）をしましたが、

至って元気で過しています。毎日１

時間程度のウォーキングをしていま

す。

平成13年退職

小山 昭 先生
約700世帯数の町内会（自治

会）会長を歴任しその後当地に

多目的の自治会館の建設準備委

員会会長職を賜わり、行政との

交渉等を行ない昨年ようやく完

成にこぎつけ、その運営に当

たっている今日此頃です。

平成14年退職

谷口 隆 先生

退職し５年になりました。ジムに通って10年体調管理に務め、体重

54kg、12kg減、体脂肪率19.8％、体内年齢39才と日々、健康に

留意しています。家庭菜園で野菜作りをし、ミョウガ、ニラ、ブ

ロッコリー、ネギなど収穫し、夫婦で自然を満喫しています。卒業

生教職員の皆様にお合いする事を楽しみに頑張っております。

平成18年退職池田 喜久美 先生

大阪学芸中等教育学校で勤務し

ています。１年間は学年団には

所属していましたが無担任でし

た。まったく別世界へまぎれこ

み何とかまわりの皆さんにささ

えられてやってこれました。感

謝です。

平成６年退職山本 英雄 先生
カラオケ屋に行っても、若い時よく歌ったものが無いので自分で作

る事を決意し約３年かかりました。初めに古いレコードがありそれ

を利用してパソコンに入れ、バックの動画はDVDを買ったもの又以

前もっていたVHD、レーザを利用それもパソコンに入れる。非常に

難しかった。テロップも入れ１曲作るのに最低１週間永いものは１

ケ月以上かかりやっと、この月中に完成出来ると思います。50曲近

くになり、朝から一日中、パソコンに向っています。今それで、自

分の声をDVDやCDに入れ遊んでいます。最近は体調もよくなり喜

んでいますがすぐ風邪を引く体質です。やはり慢性疲労症候群が出

ないか心配な日を送っています。

平成21年中等へ転出

宮尻　忠 先生
退職後、相変らず週３日自宅で小・中学生にそろばんを教えてい

ます。

又週２日は将棋会館に行き、トーナメント戦、その他月例将棋会

（日曜日）にも参加しています。今後も健康に充分気を付けて続

けたいと思っております。母校「成器」（大阪学芸）に感謝の気

持と学校の発展を祈っております。

平成７年３月退職（76歳）武江 栄太郎 先生

ずっと元気にしております。

テニスにはまってます。

昭和59年３月退職

上間　修 先生

さて、私ども齢、重ね70歳台半ばとなり、さすがに気力・体力の

衰えをかこちつつありますが、ならばせめて「感性は衰えさせて

なるまじ」と新春早々力んだりしてるところです（平成23年元

旦）

近くの公民館で混声コーラスに加わり７年目を迎えます。

平成３年退職

二宮 甚陸 先生
平成３年に学校を退職して以来、

東大阪市の石切神社のすぐ近く

で飲食店を営業しておりました

が昨年の11月より店を閉めるこ

とになりました。

今はのんびりと散歩等をして、

ゆったりとした日々を過してお

ります。

平成13年退職立山 清志 先生
・泉大津市教育委員会委員

（H19年12月）として頑張っ

ています。

・還暦野球チーム所属・H22.９

月全国大会に出場

平成16年３月退職

甘佐　勝 先生
なつかしく、なつかしく思い出

しています。

私、元気で毎日、近くの大仙公

園を歩いています。

平成23年特別講師を退職猪瀬正雄 先生
４月より週２日、電子専門学校で数学と物理を教えています。い

ろいろな国から優秀な留学生が来ていて、彼らは卒業後各地の国

立大学工学部３年に編入を目ざしているので、大学教養レベルの

ことも教える必要があり、準備がかなり必要です。そこへ３月末、

急な依頼で、４月から学芸中等で４，５年生に週３日数学を教え、

昨年より忙しいくらいです。野球も始めて膝を痛めリハビリ中で

す。

平成７年３月退職

川岸春夫 先生
大阪学芸高等学校で５年間お世

話になり、現在大商学園高等学

校に勤めています。

勤務年数：10年

公務分掌：総務部管理係所属

以上

平成13年３月退職

田中敏文 先生
本年度（H.23）より和歌山県立

海南高等学校への勤務となりま
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平成３年退職
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残り一年間、学芸で頑張りま

す！
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体育の先生から一転公認会計士
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スーツの毎日です。街で見かけ

たら声をかけて下さいネ。

公原 博之 先生
平成10年退職

田渕 弘子 先生
私は、66才になりました。生花

教室をしております。時々、金

剛山に登ったり、古典を教える

のは疲れましたが市民講座など

で、文学を楽しんだりしてます。

（昔の皆さんに会いたいなあ。

とふと思うことがあります。）

平成21年の４月より、中等教育

学校にて働くこととなりました。

今年度は５年生、つまり高校２

年生の担任をしています。
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くれるのがとても嬉しく思って
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平成21年４月中等へ転出

兼松 秀幸 先生

清明学院高等学校に勤務してい

ます。今年は３年生の担任です。

平成19年３月退職

原田 敬三 先生
興国高校非常勤３年目

（金光八尾高校５年間）

平成15年退職

稲見 明彦 先生

平成11年退職

中路　悟 先生
７年で高校を退職し、小学校に33年勤務しました。教職40年、楽

しい教員生活でした。今は退職し、自分の好きな園芸、野菜作りに
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いです。先生方や生徒は元気？いろいろな人の顔が浮んできます。

卒業生はもう50才をこえたでしょう。いつか再会を！

昭和50年退職

先生方の
住所や電話番号を
知りたい方は
学園事務局または
鈴木清先生に

お問い合せ下さい。

TEL 06（6693）6301
FAX 06（6693）5173
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なーと思っています。よろしく
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新しい企画ご苦労様です。私の
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と変えて、日本で２番目の世界

大会が行われる靭テニスセン

ターの管理を行っています。テ

ニスに興味のある方一度来館下
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で飲食店を営業しておりました

が昨年の11月より店を閉めるこ

とになりました。

今はのんびりと散歩等をして、

ゆったりとした日々を過してお

ります。

平成13年退職立山 清志 先生
・泉大津市教育委員会委員

（H19年12月）として頑張っ

ています。

・還暦野球チーム所属・H22.９

月全国大会に出場

平成16年３月退職

甘佐　勝 先生
なつかしく、なつかしく思い出

しています。

私、元気で毎日、近くの大仙公

園を歩いています。

平成23年特別講師を退職猪瀬正雄 先生
４月より週２日、電子専門学校で数学と物理を教えています。い

ろいろな国から優秀な留学生が来ていて、彼らは卒業後各地の国

立大学工学部３年に編入を目ざしているので、大学教養レベルの

ことも教える必要があり、準備がかなり必要です。そこへ３月末、

急な依頼で、４月から学芸中等で４，５年生に週３日数学を教え、

昨年より忙しいくらいです。野球も始めて膝を痛めリハビリ中で

す。

平成７年３月退職

川岸春夫 先生
大阪学芸高等学校で５年間お世

話になり、現在大商学園高等学

校に勤めています。

勤務年数：10年

公務分掌：総務部管理係所属

以上

平成13年３月退職

田中敏文 先生
本年度（H.23）より和歌山県立

海南高等学校への勤務となりま

した。

（和歌山県での教師生活は12年

目に突入しました。）

平成３年退職

西村貴博 先生

平成19年３月退職

尾崎 直夫 先生

残り一年間、学芸で頑張りま

す！

平成16年退職

体育の先生から一転公認会計士

になりました。ジャージから

スーツの毎日です。街で見かけ

たら声をかけて下さいネ。

公原 博之 先生
平成10年退職

田渕 弘子 先生
私は、66才になりました。生花

教室をしております。時々、金

剛山に登ったり、古典を教える

のは疲れましたが市民講座など

で、文学を楽しんだりしてます。

（昔の皆さんに会いたいなあ。

とふと思うことがあります。）

平成21年の４月より、中等教育

学校にて働くこととなりました。

今年度は５年生、つまり高校２

年生の担任をしています。

時々高校の卒業生が尋ねてきて

くれるのがとても嬉しく思って

います。校舎は異なりますがい

つでも声をかけにきて下さい。

平成21年４月中等へ転出

兼松 秀幸 先生

清明学院高等学校に勤務してい

ます。今年は３年生の担任です。

平成19年３月退職

原田 敬三 先生
興国高校非常勤３年目

（金光八尾高校５年間）

平成15年退職

稲見 明彦 先生

平成11年退職

中路　悟 先生
７年で高校を退職し、小学校に33年勤務しました。教職40年、楽

しい教員生活でした。今は退職し、自分の好きな園芸、野菜作りに

精を出しています。もう67才になり、だんだんと、いろいろな病気

と友達になっています。成器（大阪学芸）に勤めていたころが懐し

いです。先生方や生徒は元気？いろいろな人の顔が浮んできます。

卒業生はもう50才をこえたでしょう。いつか再会を！

昭和50年退職

先生方の
住所や電話番号を
知りたい方は
学園事務局または
鈴木清先生に

お問い合せ下さい。

TEL 06（6693）6301
FAX 06（6693）5173
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男子バレーボール部
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男子バレーボール部
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硬式テニス部
男子

女子
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硬式テニス部
男子

女子
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髙
野
光
男
先
生
と
の
ご
縁
は
、
大
阪
市
立
住

吉
川
小
学
校
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

市
会
議
員
と
校
長
と
の
関
係
で
し
た
が
、
お

互
い
に
信
頼
で
き
る
深
い
絆
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
が
基
で
、
先
生
の
母
校
で
あ
る
安
立
小

学
校
の
校
長
と
し
て
赴
任
し
、
更
に
人
間
関
係

が
深
ま
り
、
退
職
後
は
、
先
生
が
理
事
長
を
さ

れ
て
い
る
財
団
法
人
住
吉
名
勝
保
存
会
の
事
務

局
長
に
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
私
と
の
一
例
で
あ
り
ま
し
て
、
多
く

の
方
々
と
の
ご
縁
を
大
切
に
さ
れ
、
数
多
く
の

人
脈
を
培
っ
て
い
か
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
最
た
る
人
は
、
す
っ
か
り
先
生
に
惚
れ

込
ま
れ
た
元
日
本
船
舶
協
会
会
長
の
笹
川
良
一

様
で
す
。

　

先
生
の
功
績
は
、
な
ん
と
言
っ
て
も
人
脈
と

卓
越
し
た
知
識
を
生
か
し
た
社
会
貢
献
で
す
。

　

昭
和
四
十
九
年
に
財
団
法
人
住
吉
名
勝
保
存

会
を
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

目
的
は
、
住
吉
大
社
を
中
心
に
そ
の
周
辺
の

名
勝
な
ど
文
化
遺
産
を
保
存
顕
彰
し
、
広
く
福

祉
文
化
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
で
し
た
。

　

暇
が
あ
れ
ば
、
神
社
仏
閣
等
を
め
ぐ
り
知
識

を
収
集
し
、
又
ご
縁
を
大
切
に
し
て
人
脈
を
つ

く
り
、
そ
れ
を
大
き
な
器
に
入
れ
て
、
知
識
と

人
脈
を
ミ
ッ
ク
ス
し
て
取
り
出
し
、
幾
多
の
仕

事
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
器
は
、
成
器
商
業
学
校
在
学
中
に
培
わ

れ
た
も
の
で
あ
る
と
確
信
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

■
主
な
事
業　

住
吉
大
社
高
燈
籠
の
復
元

【
住
吉
公
園
西
側
に
】

住
吉
大
社
文
華
館
建
設

【
境
内
に
宝
物
殿
と
し
て
】

住
吉
武
道
館
建
設

【
住
吉
大
社
境
内
に
青
少
年
の

育
成
を
目
的
と
し
て
】

住
吉
大
社
に
船
神
輿
寄
贈

【
大
和
川
お
渡
り
を
イ
メ
ー
ジ
】

■
主
な
経
歴

・
誕
生
等　

 

大
正
九
年
大
阪
市
住
之
江
区
安
立

町
に
て
出
生
。
平
成
十
九
年
没

・
学　

歴　
 

昭
和
六
年
安
立
小
学
校
卒
業

　
　
　
　
　

 
昭
和
十
一
年
成
器
商
業
学
校
卒
業

（
二
部
二
十
三
期
生
）

　
　
　
　
　

大
阪
外
国
語
大
学
別
科

　
　
　
　
　

支
那
語
科
終
了

・
議
員
歴　

 

昭
和
四
十
二
年
大
阪
市
会
議
員
初

当
選
以
来
六
期
当
選

　
　
　
　
　

 

昭
和
五
十
六
年
第
七
十
六
代
大
阪

市
会
議
長
に
就
任

・
受　

賞　

昭
和
六
十
年
市
長
よ
り
市
民
表
彰

　
　
　
　
　

平
成
元
年
知
事
よ
り
文
化
功
労
賞

　
　
　
　
　

平
成
二
年
文
部
大
臣
よ
り
受
賞

　
　
　
　
　

平
成
四
年
勲
四
等
旭
小
綬
章
受
賞

・
役　

職　

 

昭
和
四
十
九
年
財
団
法
人
住
吉
名

勝
保
存
会
初
代
理
事
長

　
　
　
　
　

【
平
成
十
九
年
ま
で
】

　
　
　
　
　

 

元
社
会
福
祉
法
人
い
わ
き
学
園
理

事
長

編
集　

鈴
木　

健
児

（
前　

住
吉
名
勝
保
存
会
事
務
局
長
）

髙こ

う

野の

光み

つ

男お 

先
輩
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こ
の
度
、
め
で
た
く
大
阪
学
芸
高
等
学
校
同

窓
会
（
成
器
会
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
致

し
ま
し
た
。

　

開
設
ア
ッ
プ
に
際
し
ご
苦
労
頂
き
ま
し
た
関

係
各
位
に
心
か
ら
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

我
々
を
取
り
巻
く
情
報
化
社
会
は
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
と
共
に
想
像
の
出
来
な
い

程
、
急
激
な
進
歩
・
発
展
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
24
時
間
休
む
こ
と
な
く
世
界
中
の
出

来
事
が
、
瞬
時
に
し
て
全
世
界
に
配
信
さ
れ
て

お
る
か
ら
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
情
報
伝

達
手
段
と
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る

上
に
お
い
て
、
こ
れ
程
便
利
な
も
の
は
な
い
と

思
い
ま
す
。

　

し
か
し
何
事
に
も
表
裏
が
有
る
様
に
、
便
利

な
も
の
に
は
危
険
が
付
き
も
の
で
す
。
便
利
で

重
宝
な
も
の
で
も
使
い
方
を
誤
れ
ば
、
危
険
な

も
の
に
な
る
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
特
別
な
も
の
で
な

く
、
ど
こ
の
諸
団
体
で
も
立
ち
上
げ
て
い
る
時

代
で
す
。
む
し
ろ
遅
き
に
期
し
た
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
度
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
る
に
至

っ
た
最
大
の
理
由
は
、
経
済
原
則
（
最
少
の
費

用
で
最
大
の
効
果
を
あ
げ
る
）
に
あ
り
ま
す
。

　

会
報
﹇
学
芸
﹈
を
毎
年
１
７
，０
０
０
名
を

超
す
会
員
の
皆
様
に
お
届
け
す
る
の
に
、
会
報

製
作
費
・
発
送
費
等
で
年
間
予
算
の
大
半
を
支

出
し
て
お
り
ま
す
。
別
ペ
ー
ジ
の
決
算
書
を
ご

覧
戴
け
れ
ば
一
目
瞭
然
で
す
。

　

貴
重
な
浄
財
を
有
効
に
使
う
た
め
、﹇
会
報

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
化
し
、
会
報
の
発
送
を
原
則

廃
止
と
す
る
﹈
を
、
本
年
の
定
時
総
会
に
提
案

し
ま
し
た
。
総
会
に
お
い
て
賛
成
の
議
決
が
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
第
17
号
（
平
成
24
年
度
）
よ

り
会
報
﹇
学
芸
﹈
の
発
送
は
原
則
廃
止
と
な
り

ま
す
。

　

た
だ
し
パ
ソ
コ
ン
等
の
受
信
機
器
を
お
持
ち

で
な
い
方
。
ま
た
何
ら
か
の
理
由
で
受
信
で
き

な
い
会
員
様
に
は
、
ご
希
望
（
葉
書
で
申
し
込

む
）
に
よ
り　

従
来
通
り
年
一
回
お
送
り
さ
せ

て
戴
く
予
定
で
す
。

　

こ
の
会
報
﹇
学
芸
﹈
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
よ

り
良
い
も
の
に
し
、
維
持
継
続
し
て
い
く
た
め

に
は
、
会
員
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
が
必
要

で
す
。
ど
う
か
ご
理
解
賜
り
ま
す
様
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

※ 

会
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
化
し
た
場
合
の
メ
リ

ッ
ト
は
左
記
の
事
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

①
多
額
の
経
費
節
減
に
な
り
ま
す
。

② 

年
数
回
の
お
知
ら
せ
等
が
タ
イ
ム
リ
ー
に
行

え
ま
す
。

③ 

過
去
に
発
行
し
た
会
報（
1
号
か
ら
す
べ
て
）

を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

④ 

何
等
か
の
事
情
で
お
送
り
出
来
て
い
な
か
っ

た
会
員
様
に
も
見
て
戴
け
ま
す
。

⑤ 

海
外
か
ら
で
も
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

⑥ 

必
要
な
ペ
ー
ジ
を
パ
ソ
コ
ン
か
ら
印
刷
す
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
（U

R
L

）

　
　

http://w
w
w
.gakugei-seikikai.jp/

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

開
設
の
趣
意

平
成
22
・
23
年
度
役
員
・
委
員
長 

名
簿

　

役　

名　
　
　

 

氏　
　

名　
　
　

卒
業
年

名
誉
会
長　

伊

丹

啓

次
（
大
正
14
年
）

名
誉
会
長　

和

田

貞

夫
（
昭
和
19
年
）

常
任
顧
問　

武

田

一

仁　

校　
　

長

顧　
　
　

問　

川

村

三

郎
（
昭
和
16
年
）

　

〃
　
　

藤

井

昭

三
（
昭
和
20
年
）

　

〃
　
　

吉

田

末

廣
（
昭
和
16
年
）

　

〃
　
　

東

川
　

博
（
昭
和
20
年
）

　

〃
　
　

尾

上

康

雄
（
昭
和
48
年
）

　

〃
　
　

冨

岡

朋

治
（
昭
和
36
年
）

　

〃
　
　

井

関

和

彦
（
昭
和
36
年
）

　

〃
　
　

友

田

博

文
（
昭
和
41
年
）

　

〃
　
　

福

留

利

光
（
昭
和
52
年
）

　

〃
　
　

太

田

隆

之　

元 

校 

長

　

〃
　
　

山

本

英

雄　
　

 

〃 　

　

〃
　
　

安

永

和

夫　
　

 

〃 　

　

〃
　
　

野

田

和

男　
　

 

〃 　

　

〃
　
　

猪

瀬

正

雄　
　

 

〃 　

　

〃
　
　

髙

橋

峰

和　
　

 

〃 　

　

〃
　
　

安　

岡　

幸
次
郎
（
昭
和
19
年
）

　

〃
　
　

鬼

追

嘉

雄
（
昭
和
19
年
）

　

〃
　
　

田

仲

弘

義
（
昭
和
22
年
）

　

〃
　
　

久

米

雅

男
（
昭
和
24
年
）

　

〃
　
　

松

村

光

三
（
昭
和
34
年
）

会　
　
　

長　

仲

西
　

晃
（
昭
和
31
年
）

副　

会　

長　

足

立

好

一
（
昭
和
24
年
）

副
会
長
兼

会　
　
　

計　

井

原

靖

二
（
昭
和
25
年
）

副　

会　

長　

上　

野　

寅
次
郎
（
昭
和
32
年
）

副
会
長
兼

総
務
委
員
長　

西

野

仁

彦
（
昭
和
34
年
）

副
会
長
兼

広
報
委
員
長　

漣
　

良

介
（
昭
和
34
年
）

副
会
長
兼

組
織
委
員
長　

米

田

耕

作
（
昭
和
39
年
）

副
会
長
兼

財
政
委
員
長　

松

田

和

人
（
昭
和
41
年
）

副
会
長
兼

募
金
対
策
委
員
長　

田

中

敏

文
（
昭
和
47
年
）

副
会
長
兼

企
画
委
員
長　

桜

井

良

一
（
昭
和
43
年
）

書　
　
　

記　

甘

佐
　

勝
（
昭
和
37
年
）

書　
　
　

記

校
内
同
窓
会
主
任　

鈴

木
　

清
（
昭
和
44
年
）

書　
　
　

記

校
内
同
窓
会
係　

天

本

秀

晃
（
昭
和
47
年
）

会　
　
　

計　

藤　

本　

ひ
ろ
み

会
計
監
事　

本

田

重

彦
（
昭
和
25
年
）

　

〃
　
　

河

口

通

泰
（
昭
和
30
年
）

常
任
幹
事

代　
　
　

表　

馬

場

慶

治
（
平
成
２
年
）

常
任
幹
事

副　

代　

表　

川

中

信

行
（
昭
和
36
年
）

　

〃
　
　

菊

地

耕

作
（
昭
和
36
年
）

　

〃
　
　

久
間
田　

賢　

明
（
昭
和
39
年
）

　

〃
　
　

神

藤

政

勝
（
昭
和
39
年
）

　

〃
　
　

鶴

埜

清

治
（
昭
和
41
年
）

常
任
幹
事
副
代
表

学
校
同
窓
会
連
絡
委
員
長　

山

田

泰

男
（
昭
和
49
年
）

常
任
幹
事

副　

代　

表　

藤　

本　

喜
代
志
（
昭
和
61
年
）

常
任
幹
事
副
代
表

厚
生
委
員
長　

北

村

裕

次
（
昭
和
63
年
）

常
任
幹
事

副　

代　

表　

永

野

哲

幸
（
昭
和
63
年
）

　

〃
　
　

椎

葉

大

司
（
平
成
３
年
）

　

〃
　
　

前
　

茂

宏
（
平
成
９
年
）

　

〃
　
　

垣

崎

尚

文
（
平
成
10
年
）

　

〃
　
　

露

口

亮

太
（
平
成
12
年
）

　

〃
　
　

長
谷
川　

洋　

平
（
平
成
14
年
）

常
任
幹
事
副
代
表

校
内
同
窓
会
係　

今

井

健

太
（
平
成
15
年
）

常
任
幹
事
副
代
表

校
内
同
窓
会
係　

山

本

勝

久
（
平
成
17
年
）

常
任
幹
事

副　

代　

表　

富

永

大

介
（
平
成
18
年
）

　

〃
　
　

中

島

庸

介
（
平
成
19
年
）

　

〃
　
　

横　

関　

つ
か
さ
（
平
成
20
年
）

　

〃
　
　

小

郷

朱

理
（
平
成
21
年
）

　

〃
　
　

川

上

美

佳
（
平
成
22
年
）

　

〃
　
　

辻
　

速

太
（
平
成
23
年
）
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平
素
は
、
大
阪
学
芸
高
等
学
校
同
窓
会
《
通
称
（
成
器
会
）》

に
対
し
物
心
両
面
に
亘
り
、
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
、
有
難
く
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
21
・
22
年
度
《
平
成
21
年
12
月
１
日
〜
平
成
23
年
３
月
31

日
ま
で
》
募
金
事
業
は
募
金
者
数
（
53
名
）
金
額
５
２
９
，
０
０

０
円
に
達
す
る
多
額
の
寄
付
を
お
寄
せ
頂
き
ま
し
た
。

　

こ
の
募
金
に
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
方
々
の
ご
芳
名
を
下
記
に
記

載
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
改
め
て
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

　

既
に
、
ご
承
知
の
通
り
２
０
０
８
年
秋
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

で
落
ち
込
ん
だ
景
気
は
、
緩
や
か
な
回
復
基
調
に
あ
る
も
の
の
こ

の
と
こ
ろ
３
か
月
連
続
で
足
踏
み
状
態
が
続
い
て
い
る
状
況
の
中

で
力
強
く
持
ち
直
す
気
配
が
見
え
て
こ
な
い
影
響
で
、
募
金
の
集

ま
り
が
悪
く
な
る
傾
向
に
あ
る
の
も
致
し
方
な
い
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
私
た
ち
の
私
学
を
取
り
ま
く
情
勢
は
嘗
て
な
く
厳
し
い
も
の

が
あ
り
、「
少
子
化
」「
補
助
金
の
削
減
」「
公
立
の
授
業
料
無
償
化
」

等
さ
ら
に
加
速
さ
れ
存
続
に
か
か
わ
り
ま
す
。

　

こ
れ
を
機
に
同
窓
会
の
更
な
る
組
織
を
強
化
す
る
た
め
に
学
校

側
の
ご
協
力
を
頂
き
、
母
校
と
同
窓
生
と
の
絆
を
し
っ
か
り
と
結

び
つ
け
、
可
能
な
限
り
募
金
活
動
を
続
け
て
実
施
致
し
ま
す
。

　

こ
の
会
報
を
全
同
窓
生
に
お
届
け
す
る
こ
と
で
、
最
近
の
新
た

な
取
り
組
み
の
コ
ー
ス
の
設
置
で
更
な
る
学
校
の
活
性
化
を
図
り
、

他
校
の
羨
望
の
的
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
母
校
へ

の
関
心
を
高
め
て
頂
き
、
同
時
に
同
窓
会
活
動
に
も
ご
理
解
と
ご

協
力
を
得
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
８
年
度
か
ら
は
、
年
会
費
も
お
願
い
し
、
こ
れ
か
ら
も
自

助
努
力
で
会
報
の
発
行
を
継
続
す
る
た
め
同
窓
会
各
位
の
積
極
的

な
ご
支
援
、
同
窓
会
活
動
の
活
性
化
、
財
政
の
健
全
化
及
び
会
報

継
続
発
行
等
々
に
資
す
る
た
め
、
何
卒
ご
理
解
を
賜
り
、
ご
協
力
、

ご
支
援
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

副
会
長　

田
中
敏
文

同
窓
会
募
金
に

ご
支
援
と
ご
協
力
お
願
い

平
成
23
年
度

温
か
い
ご
寄
付
に
感
謝
し
ま
す

寄
付
金
応
募
者
ご
芳
名
録

年会費納入と慰霊碑管理基金のご協力お願い
　

我
が
大
阪
学
芸
高
等
学
校
同
窓
会（
成
器
会
）

の
運
営
を
活
発
に
し
て
い
く
為
に
は
、
ど
う
し

て
も
多
数
の
会
員
皆
さ
ん
か
ら
の
年
会
費（
３
，

０
０
０
円
）
を
納
入
し
て
頂
く
事
が
必
要
不
可

欠
で
す
。
会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
戴
く
年
会
費
は

同
窓
会
運
営
の
貴
重
な
資
金
で
す
。

　

同
窓
会
活
動
の
活
性
化
に
は
、
種
々
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
会
員
相
互
の
親
睦
だ
け
に
留
ま
ら

ず
、
現
役
（
在
校
生
）
へ
の
支
援
活
動
を
、
積

極
的
に
行
う
事
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

こ
の
様
な
支
援
活
動
が
、
如
い
て
は
後
輩
の

教
育
レ
ベ
ル
の
向
上
と
母
校
の
発
展
に
繋
が
る

と
信
じ
ま
す
。
ま
た
母
校
の
発
展
は
同
窓
会
の

発
展
に
繋
が
る
か
ら
で
す
。

　

な
お
、
学
園
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
と

し
て
高
野
山
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
、
学
園
関
係

物
故
者
慰
霊
碑
に
は
多
数
の
方
々
の
ご
協
力
を

戴
き
誠
に
有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

　

既
に
2
団
体
（
グ
ル
ー
プ
）
と
35
名
の
個
人

の
ご
芳
名
が
標
記
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

永
く
将
来
に
わ
た
り
維
持
管
理
し
て
い
く
た

め
の
資
金
と
し
て
、
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
て
お
り
ま
す
。
物
故
者
慰
霊
碑
管
理
基
金

1
口
1
万
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
幾
ら
で

も
結
構
で
す
。

　

切
に
会
員
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
様
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
慰
霊
碑
管
理
基
金
が
10
万
円
以
上
の
寄
付
者

に
は
ご
芳
名
を
刻
し
、
慰
霊
碑
建
立
場
所
に
標

記
し
ま
す
）

募
金
先　

大
阪
学
芸
高
等
学
校
同
窓
会
（
成
器
会
）

　
　
　
　

平
成
23
年
度
募
金
事
業
本
部

連
絡
先　

〒
558
―

0003　

大
阪
市
住
吉
区
長
居
一
丁
目
四
番
十
五
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
六
ー
六
六
九
三
ー
六
三
〇
一

　

募
金
方
法　

 

一
口
一
万
円
口
数
制
限
な
し
で
（
た
だ
し
事
情
に

よ
り
一
口
単
位
に
達
し
な
い
場
合
に
も
喜
ん
で
）

お
受
け
致
し
ま
す
。

大
阪
学
芸
高
等
学
校
同
窓
会
（
成
器
会
）・
募
金
事
業
へ
の
ご
支

援
を
本
会
報
を
通
じ
、
同
窓
会
の
皆
様
に
お
願
い
い
た
し
ま
し
た

と
こ
ろ
多
数
の
皆
様
か
ら
温
か
い
ご
寄
付
を
頂
戴
い
た
し
て
お
り

ま
す
。
こ
こ
に
ご
芳
名
を
揚
げ
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

平
成
21
年
12
月
１
日
以
降
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
の
受
付
分

（
敬
称
略
・
到
着
順
）

井
上
隆
二
郎

高
田　

和
明

風
呂
谷
幸
蔵

本
山　

人
司

西
川　

富
雄

仲
西　
　

晃

松
尾　

聿
正

林　
　

建
次

井
上
佐
治
朗

武
江
栄
太
郎

藤
井　

昭
三

西
矢　

勝
弘

山
本　

和
光

高
田　

良
造

澤
野　

由
治

青
山　
　

明
（
昭
和
20
年
卒
）

（
旧　

職　

員
）

（
昭
和
49
年
卒
）

（
昭
和
39
年
卒
）

（
昭
和
18
年
卒
）

（
昭
和
31
年
卒
）

（
昭
和
34
年
卒
）

（
昭
和
34
年
卒
）

（
昭
和
42
年
卒
）

（
昭
和
28
年
卒
）

（
昭
和
20
年
卒
）

（
昭
和
36
年
卒
）

（
旧　

職　

員
）

（
昭
和
23
年
卒
）

（
昭
和
19
年
卒
）

（
昭
和
36
年
卒
）

大
阪
市
城
東
区

和

泉

市

羽

曳

野

市

和

泉

市

大
阪
市
城
東
区

大
阪
市
住
吉
区

箕

面

市

大
阪
市
浪
速
区

高

石

市

東

大

阪

市

寝

屋

川

市

藤

井

寺

市

近
江
八
幡
市

大
阪
市
中
央
区

大
阪
市
浪
速
区

福
岡
市
中
央
区
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御
存
名

小
早
川　

昇

矢
野　

暉
雄

中
嶋　

菊
三

西
田　
　

孝

阪
口　
　

博

小
山　

義
夫

曲
辻　

政
雄

杉
原　

貞
巳

小
笠
原
道
男

植
松　
　

勝

田
中
源
四
郎

芳
村　

浩
志

林　
　

康
範

吉
村　

幸
男

大
島　

直
哉

広
崎　

完
二

藤
井　

政
雄

藤
野　

昉
孝

福
本　

正
幸

吉
村　

勝
治

中
川　

和
久

仲
本
美
代
勇

和
田　

吉
弘

藤
原　
　

繁

渡
壁　

辰
夫

丹
波　

喜
義

西
野　

慶
治

宇
都
野　

晟

井
上　

秀
一

角
谷　

通
昌

油
納　

久
雄

池
下　

雄
一

矢
野　

秀
治

池
田　

裕
次

山
口　
　

一

伊
藤　

英
男

高
野
仙
之
助

古
川
千
鶴
雄

西
川　

富
雄

渡
辺　

紫
郎

 　
　

卒
業
期　
　
　
　
　

死
亡
年
月
日

（
昭
和
４
年
一
部
24
期
）

（
昭
和
８
年
一
部
28
期
）（
平
18
・
５
・
７
）

（
昭
和
11
年
一
部
31
期
）（
平
19
）

（
昭
和
13
年
一
部
33
期
）（
平
21
）

（
昭
和
15
年
一
部
35
期
）

（
昭
和
15
年
一
部
35
期
）（
平
20
・
11
・
23
）

（
昭
和
22
年
一
部
42
期
）（
平
21
・
７
・
３
）

（
昭
和
13
年
二
部
24
期
）

（
昭
和
13
年
二
部
24
期
）（
平
22
・
１
・
26
）

（
昭
和
34
年
高
校
11
期
）（
平
20
）

（
昭
和
38
年
高
校
15
期
）（
平
21
・
４
）

（
昭
和
41
年
高
校
18
期
）

（
平
成
７
卒
業
）　　
　

 

（
平
19
）

（
昭
和
20
年
一
部
40
期
）（
平
21
・
２
・
21
）

（
昭
和
10
年
一
部
30
期
）（
平
21
・
11
・
７
）

（
昭
和
10
年
一
部
30
期
）（
平
21
）

（
昭
和
12
年
一
部
32
期
）（
平
21
・
11
・
12
）

（
昭
和
20
年
一
部
40
期
）（
平
21
）

（
昭
和
14
年
一
部
34
期
）（
平
20
）

（
昭
和
20
年
一
部
40
期
）（
平
17
・
３
）

（
昭
和
21
年
一
部
41
期
）（
平
５
）

（
昭
和
13
年
一
部
33
期
）（
平
22
・
３
・
１
）

（
昭
和
26
年
中
学
の
部
４
期
）

（
昭
和
13
年
一
部
33
期
）（
平
22
・
１
・
８
）

（
昭
和
11
年
二
部
22
期
）（
平
22
・
８
・
27
）

（
昭
和
16
年
一
部
36
期
）（
平
21
）

（
昭
和
31
年
高
校
８
期
）（
平
23
・
２
・
16
）

（
昭
和
30
年
高
校
７
期
）（
平
22
・
９
・
16
）

（
昭
和
17
年
一
部
37
期
）（
平
22
・
11
）

（
昭
和
28
年
高
校
５
期
）（
平
23
・
１
・
31
）

（
昭
和
23
年
一
部
43
期
）（
平
23
・
２
・
14
）

（
昭
和
24
年
高
校
１
期
）（
平
22
・
11
・
17
）

（
昭
和
15
年
二
部
26
期
）（
平
22
・
11
・
16
）

（
昭
和
33
年
高
校
10
期
）（
平
23
・
１
）

（
昭
和
23
年
一
部
43
期
）（
平
22
・
８
・
24
）

（
昭
和
31
年
高
校
８
期
）（
平
22
・
12
・
14
）

（
昭
和
16
年
一
部
36
期
）（
平
19
・
11
・
２
）

（
昭
和
14
年
一
部
34
期
）（
平
23
）

（
昭
和
18
年
二
部
29
期
）（
平
23
・
６
）

（
昭
和
20
年
一
部
40
期
）（
平
22
・
７
）

ご案内図

●

●

●
●

●

慰　霊　碑

訃　報
ご
逝
去
の
通
知
を
頂
い
た
方
々
の
お
名

前
と
卒
業
年
次
を
掲
載
し
、
故
人
の
ご

冥
福
を
祈
る
と
と
も
に
同
窓
生
各
位
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。（敬

称
略
・
届
出
順
）

　

平
成
23
年
６
月
11
日
（
土
）
午
後
６
時
よ

り
定
期
総
会
に
引
続
き
同
場
所
（
道
頓
堀
ホ

テ
ル
）
に
て
和
田
名
誉
会
長
の
乾
杯
の
音
頭

で
懇
親
会
を
開
宴
し
、
会
場
に
東
日
本
大
震

災
義
援
金
の
箱
を
回
し
ご
協
力
を
願
っ
た
結

果
約
５
万
円
が
集
ま
っ
た
。
出
席
者
65
名
で

盛
会
裡
に
終
了
し
た
。（
詳
し
く
は
会
報
17

号
で
掲
載
し
ま
す
）

懇親会（於 道頓堀ホテル）

│
│
│
◦
│
│
│
◦
│
│
│
◦
│
│
│

速　　報

新
居　

賢
二

和
田　

貞
夫

具
志
堅
英
三

南
浦
喜
久
雄

森
田　

弘
光

山
本　

和
雄

尼
川　

龍
三

森
田
八
太
郎

森
下　

正
吉

沢
崎　

市
郎

大
仲　

良
三

冨
岡　

朋
冶

田
中　

敏
文

新
山　

芳
豊

金
谷　
　

保

渋
谷　

和
彦

寺
田　

智
治

吉
村　

幸
男

森
田　

泰
明

中
川　

和
久

角
谷　

通
昌

谷
口　

誠
亮

井
原　

靖
二

鴨
志
田
長
只

数
田　

政
宏

安
岐　

隆
夫

吉
田
圭
一
郎

伊
丹　

啓
次

木
綿　

孝
富

北
村　

裕
次

高
橋　
　

剛

冨
岡　

朋
治

西
野　

仁
彦

桑
野　

茂
夫

若
林　

一
男

伊
丹　

啓
次

菊
地　

耕
作

（
昭
和
48
年
卒
）

（
昭
和
39
年
卒
）

（
昭
和
34
年
卒
）

（
昭
和
35
年
卒
）

（
昭
和
26
年
卒
）

（
昭
和
12
年
卒
）

（
昭
和
31
年
卒
）

（
昭
和
16
年
卒
）

（
昭
和
13
年
卒
）

（
昭
和
40
年
卒
）

（
昭
和
39
年
卒
）

（
昭
和
36
年
卒
）

（
昭
和
47
年
卒
）

（
昭
和
21
年
卒
）

（
昭
和
16
年
卒
）

（
旧　

職　

員
）

（
昭
和
40
年
卒
）

（
昭
和
20
年
卒
）

（
平
成
12
年
卒
）

（
昭
和
21
年
卒
）

（
昭
和
28
年
卒
）

（
昭
和
33
年
卒
）

（
昭
和
25
年
卒
）

（
昭
和
21
年
卒
）

（
昭
和
50
年
卒
）

（
昭
和
37
年
卒
）

（
昭
和
59
年
卒
）

（
大
正
14
年
卒
）

（
平
成
４
年
卒
）

（
昭
和
63
年
卒
）

（
昭
和
63
年
卒
）

（
昭
和
36
年
卒
）

（
昭
和
34
年
卒
）

（
昭
和
18
年
卒
）

（
昭
和
39
年
卒
）

（
大
正
14
年
卒
）

（
昭
和
36
年
卒
）

大
阪
市
住
吉
区

堺

市

北

区

吹

田

市

大
阪
市
西
区

京

田

辺

市

藤

井

寺

市

大
阪
狭
山
市

大
和
高
田
市

大
阪
市
平
野
区

堺

市

西

区

箕

面

市

大
阪
市
浪
速
区

堺

市

東

区

石

狩

市

大
阪
市
阿
倍
野
区

奈

良

市

鎌

ヶ

谷

市

大
阪
市
東
住
吉
区

大
阪
市
西
区

奈

良

市

富

田

林

市

泉

佐

野

市

堺

市

南

区

大
阪
市
西
区

堺
市
美
原
区

尼

崎

市

大
阪
市
住
吉
区

豊

中

市

岸

和

田

市

堺

市

中

区

大
阪
市
住
吉
区

大
阪
市
浪
速
区

大
阪
市
東
住
吉
区

藤

井

寺

市

堺

市

堺

区

豊

中

市

池

田

市

慰
霊
碑
管
理
基
金

寄
付
者
芳
名
録

平
成
21
年
12
月
１
日
以
降
平
成
23
年
３
月
31

日
ま
で
の
受
付
分
寄
付
者
８
名　

金
３
２

５
，
０
０
０
円
也
の
温
か
い
ご
協
力
を
戴
い

て
お
り
ま
す
。
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
、
改

め
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す

（
敬
称
略
・
到
着
順
）

山
本
コ
ズ
エ

川
田　

峰
夫

高
橋　

忠
幸

林　
　

建
次

武
江
栄
太
郎

故 

伊
藤 

通
次

桑
野　

茂
夫

河
口　

通
泰 （

教
職
員
家
族
）

（
昭
和
20
年
卒
）

（
昭
和
36
年
卒
）

（
昭
和
34
年
卒
）

（
昭
和
28
年
卒
）

（
昭
和
13
年
卒
）

（
昭
和
18
年
卒
）

（
昭
和
30
年
卒
） 近

江
八
幡
市

豊
中
市

大
阪
市
東
住
吉
区

大
阪
市
浪
速
区

東
大
阪
市

東
京
都
江
東
区

藤
井
寺
市

河
内
長
野
市

－ 21－



経
常
収
入

経
常
外
収
入

会       　  費
年　会　費
寄付金(募金)収入
広 告 収 入

計
慰霊碑管理基金収入
雑　収　入
特別会計剰余金

計
受取利息
計

未　払　金
計

収　　入　　計
基　金　取　崩
前年度繰越金
合　　　　　計

2,075,000
117,000
236,000
30,000

2,458,000
175,000
21,909
174,081
370,990

189
189
0
0

2,829,179

1,484,959
4,314,138

2,085,000
810,000
450,000
390,000
3,735,000
400,000

500
200,000
600,500

200
200
2,851
2,851

4,338,551

1,484,959
5,823,510

-10,000
-693,000
-214,000
-360,000
-1,277,000
-225,000
21,409
-25,919
-229,510

-11
-11

-2,851
-2,851

-1,509,372

0
-1,509,372

収入科目 実　算　額 予　算　額 予算比増減

平成22年度　収支計算書
（自　平成22年4月1日～至　平成23年3月31日）

資産
収入

財務
収入

収 入 の 部 単位：円

総　　会　　費
慶　　弔　　費
寄　　贈　　費
記　念　品　費
印　　刷　　費
通　　信　　費
慰霊碑管理費
支 払 手 数 料
広 告 宣 伝 費
会　　議　　費
事 務 用 品 費
旅 費 交 通 費
消　耗　品　費
租　税　公　課
会　　合　　費
雑　　　　　費
予　　備　　費
財務支出　未払金
支　　出　　計
基　金　組　入
次年度繰越金
合　　　　　計

121,270
34,907
156,680
66,300
148,585
197,190
50,000
129,426
20,000
27,600
56,857
17,800

0
35
0

38,850
0

2,851
1,068,351

0
3,245,787
4,314,138

100,000
50,000
60,000
80,000

2,000,000
1,200,000
100,000
500,000
40,000
30,000
60,000
30,000
20,000
100

150,000
40,000
100,000
2,861

4,562,961
0

1,260,549
5,823,510

21,270
-15,093
96,680
-13,700

-1,851,415
-1,002,810
-50,000
-370,574
-20,000
-2,400
-3,143
-12,200
-20,000

-65
-150,000
-1,150

-100,000
-10

-3,494,610
0

1,985,238
-1,509,372

支出科目 実　算　額 予　算　額 予算比増減
支 出 の 部 単位：円

経
常
収
入

経
常
外
収
入

会       　  費
年　会　費
寄付金(募金)収入
広 告 収 入

計
慰霊碑管理基金収入
雑　収　入
特別会計剰余金

計
受取利息
計

未　払　金
計

収　　入　　計
基　金　取　崩
前年度繰越金
合　　　　　計

3,165,000
633,000
379,500
330,000
4,507,500
250,000

266
204,354
454,620

147
147
2,851
2,851

4,965,118

964,473
5,929,591

3,195,000
900,000
500,000
390,000
4,985,000
500,000

500
200,000
700,500

500
500
0
0

5,686,000

964,473
6,650,473

-30,000
-267,000
-120,500
-60,000
-477,500
-250,000

-234
4,354

-245,880
-353
-353
2,851
2,851

-720,882

0
-720,882

収入科目 実　算　額 予　算　額 予算比増減

平成21年度　収支計算書
（自　平成21年4月1日～至　平成22年3月31日）

資産
収入

財務
収入

収 入 の 部 単位：円

総　　会　　費
慶　　弔　　費
寄　　贈　　費
記　念　品　費
印　　刷　　費
通　　信　　費
青 年 部 会 費
慰霊碑管理費
支 払 手 数 料
事　　務　　費
広 告 宣 伝 費
会　　議　　費
事 務 用 品 費
旅 費 交 通 費
消　耗　品　費
租　税　公　課
会　　合　　費
雑　　　　　費
予　　備　　費
財務支出　未払金
支　　出　　計
基　金　組　入
次年度繰越金
合　　　　　計

85,500
24,171
50,000
76,800

2,008,268
1,210,279

0
0

565,604
240,000
20,000
3,630
1,680
33,340
4,752
27

91,470
26,250

0
2,861

4,444,632
0

1,484,959
5,929,591

200,000
70,000
80,000
100,000
2,000,000
1,160,000

0
100,000
500,000
240,000
40,000
30,000
90,000
45,000
40,000
200

200,000
45,000
100,000

0
5,040,200

0
1,610,273
6,650,473

-114,500
-45,829
-30,000
-23,200
8,268
50,279

0
-100,000
65,604

0
-20,000
-26,370
-88,320
-11,660
-35,248
-173

-108,530
-18,750
-100,000
2,861

-595,568
0

-125,314
-720,882

支出科目 実　算　額 予　算　額 予算比増減
支 出 の 部 単位：円

平成20年度　収支計算書

経
常
収
入

経
常
外
収
入

会       　  費
年　会　費
寄付金(募金)収入
広 告 収 入

計
慰霊碑管理基金収入
雑　収　入
特別会計剰余金

計
受取利息
計

未　払　金
計

収　　入　　計
基　金　取　崩
前年度繰越金
合　　　　　計

2,340,000
636,000
427,500
420,000
3,823,500
367,000

271
215,690
582,961

651
651
2,861
2,861

4,409,973

1,053,759
5,463,732

2,000,000
800,000
500,000
390,000
3,690,000
500,000
10,000
200,000
710,000
1,000
1,000

0
0

4,401,000

1,053,759
5,454,759

340,000
-164,000
-72,500
30,000
133,500
-133,000
-9,729
15,690

-127,039
-349
-349
2,861
2,861
8,973

0
8,973

H19年度卒業生入会金　　＠5,000円×468名
＠3,000円×212名
46名
会報14号分12コマ　会報13号分2コマ　

12件
H19年度学級費残金　
春季懇親会精算残金 39,000円、秋季懇親会精算残金 157,940円、高野山参拝旅行精算残金 18,750円

普通預金決算利息

3月分電話料

備　　　　　考収入科目 実　算　額 予　算　額 予算比増減

（自　平成20年4月1日～至　平成21年3月31日）

資産
収入

財務
収入

収 入 の 部 単位：円

総　　会　　費
慶　　弔　　費
寄　　贈　　費
記　念　品　費
印　　刷　　費

 
 通　　信　　費

 
青 年 部 会 費
慰霊碑管理費

支 払 手 数 料
  

事　　務　　費
広 告 宣 伝 費
会　　議　　費
旅 費 交 通 費
備　　品　　費
消　耗　品　費
租　税　公　課
会　　合　　費
雑　　　　　費

予　　備　　費
財務支出　未払金
支　　出　　計
基　金　組　入
次年度繰越金
合　　　　　計

154,940
10,175
10,000
59,000

1,871,935

1,172,848

0
50,000

579,528

240,000
20,000
7,554
50,520

0
126,630

128
106,620
36,750

0
2,631

4,499,259
0

964,473
5,463,732

200,000
50,000
50,000
80,000

1,900,000

1,200,000

0
0

500,000

240,000
0

15,000
45,000

0
90,000
200
0

50,000

100,000
0

4,520,200
0

934,559
5,454,759

-45,060
-39,825
-40,000
-21,000
-28,065

-27,152

0
50,000

79,528

0
20,000
-7,446
5,520

0
36,630
-72

106,620
-13,250

-100,000
2,631

-20,941
0

29,914
8,973

総会資料印刷・総会経費
弔電　2件6,425円、校祖祭お供（清酒）3,750円
高校体育祭祝金　10,000
卒業証書用丸筒　475本
同窓会報『学芸』関連印刷　1,747,990円、役員・委員会案内印刷　40,995円、
各行事案内印刷　77,700円、学園側との会合について印刷　5,250円
同窓会報13,427通 発送料 986,884円、各種会議行事案内往復ハガキ 130,400円、電話料 31,765円
市外通話電話（KDDI（株））119円、高野山一泊旅行案内郵送料 13,420円、その他封書等郵送料 10,260円
活動資金支援
慰霊碑寄進者名彫り入れ2名分
募金、会費の口座払込手数料  34,730円、会報表紙デザイン料  60,000円、
会報封入・封緘作業手数料 138,602円、会報発送代行費 109,966円、会員データ更新料（検索照合メンテ）57,330円、
会員データ（マスターCD）システムインストール・住所クリーニング料 99,750円、追加会員入力料 13,020円、
発送可能データ検索基本料 10,500円、各種行事宛名シール貼 34,146円、高野山一泊旅行案内書封入作業料 4,200円、
銀行振込手数料 12件 1,260円、振替受払通知票再発行手数料 12,500円、残高証明発行手数料 24件 2,400円、
通話明細内訳作成料 10件 1,050円、ユニバーサルサービス料 12件 74円　　
事務局員手当　20,000円×12ヶ月
吹奏楽部OB会　定期演奏広告料
会計監査・会報の会計報告等打合せ
銀行・郵便局訪問交通費

ゴム印・封筒・委嘱状・領収証・カラーペーパー
受取利息に対する源泉税、地方税
17･18･19年度卒同窓会諸費用
PCA会計ソフト『経理じまん8』サポート・サービス契約年会費　26,250円
PCA会計ソフト『経理じまん9』にバージョン・アップ　10,500円

電話料

備　　　　　考支出科目 実　算　額 予　算　額 予算比増減
支 出 の 部 単位：円

◎　

平
成
21
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
22
年
3
月
31
日
迄
の
収
支
決
算
、
財
産
目
録
は
左
記

の
通
り
で
す
。

　
　

収
支
明
細
に
つ
い
て
概
要
を
説
明
し
ま
す
。

1
．
収
入
面
は
、
平
成
22
年
2
月
の
卒
業
生
か
ら
納
付
さ
れ
た
会
費
が
６
３
・
７
％
、
同

窓
各
位
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
年
会
費
・
寄
付
金
（
募
金
）
が
２
０
・
４
％
で
残
り
は
、
会

報
広
告
収
入
と
慰
霊
碑
管
理
基
金
収
入
（
１
１
・
７
％
）
並
び
に
特
別
会
計
剰
余
金
と

受
取
利
息
（
４
・
２
％
）
等
で
す
。

2
．
一
方
支
出
面
は
、
同
窓
生
に
配
布
す
る
会
報
の
印
刷
費
と
通
信
費
が
２
，
８
３
３
千

円
で
支
出
の
６
３
・
７
％
。
次
い
で
学
園
の
諸
行
事（
体
育
祭
）・
卒
業
生
に
配
布
の
卒

業
証
書
用
丸
筒
並
び
に
同
窓
会
関
係
者
に
対
す
る
慶
弔
費
・
寄
贈
費
と
し
て
金
一
封
を

贈
り
諸
活
動
に
協
力
し
て
い
る
の
が
３
・
４
％
で
す
。
そ
の
他
の
支
出
と
し
て
各
案
内

状
の
印
刷
・
往
復
ハ
ガ
キ
そ
の
他
郵
送
の
通
信
費
・
各
種
手
数
料
・
事
務
費
・
旅
費
等

の
必
要
経
費
が
あ
り
ま
す
。

◎　

平
成
21
年
度
の
『
募
金
』
は
同
窓
生
か
ら
の
ご
支
援
、ご
協
力
に
よ
り
募
金
者
数
51
名
、

募
金
額
３
７
９
，
５
０
０
円
に
達
し
ま
し
た
。

◎　

ま
た
『
年
会
費
』
も
納
入
者
２
１
１
名
、
納
入
額
６
３
３
，
０
０
０
円
の
温
か
い
ご

協
力
を
賜
り
ま
し
た
。

◎
『
慰
霊
碑
管
理
基
金
』
に
つ
い
て
も
募
金
者
７
名
募
金
額
２
５
０
，
０
０
０
円
の
ご
協

力
を
賜
り
ま
し
た
。

　
　

こ
こ
に
、
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
、
改
め
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

尚
、
決
算
関
係
諸
表
に
つ
き
ま
し
て
は
、
会
計
監
査
を
受
け
た
上
、
平
成
22
年
５
月

15
日
の
定
期
総
会
に
お
い
て
、
ご
承
認
を
得
て
お
り
ま
す
。

副
会
長
兼
会
計　

井　

原　

靖　

二

◎　

平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
23
年
３
月
31
日
迄
の
収
支
決
算
、
財
産
目
録
は
左
記

の
通
り
で
す
。

　
　

収
支
明
細
に
つ
い
て
概
要
を
説
明
し
ま
す
。

１
．
収
入
面
は
、
平
成
23
年
２
月
の
卒
業
生
か
ら
納
付
さ
れ
た
会
費
が
７
３
・
３
％
、
同

窓
各
位
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
年
会
費
・
寄
付
金
（
募
金
）
が
１
２
・
５
％
で
残
り
は
、
会

報
広
告
収
入
と
慰
霊
碑
管
理
基
金
収
入
（
７
・
２
％
）
並
び
に
特
別
会
計
剰
余
金
と
受

取
利
息
（
６
・
９
％
）
等
で
す
。

２
．
一
方
支
出
面
は
、
学
園
の
諸
行
事
（
体
育
祭
）・
卒
業
生
に
配
布
の
卒
業
証
書
用
丸
筒

並
び
に
同
窓
会
関
係
者
に
対
す
る
慶
弔
費
・
寄
贈
費
と
し
て
金
一
封
を
贈
り
諸
活
動
に

協
力
し
て
い
る
の
が
２
４
・
１
％
で
す
。
そ
の
他
の
支
出
と
し
て
各
案
内
状
の
印
刷
・

往
復
ハ
ガ
キ
そ
の
他
郵
送
の
通
信
費
・
各
種
手
数
料
・
旅
費
・
慰
霊
碑
寄
進
者
名
彫
り

入
れ
等
の
必
要
経
費
が
あ
り
ま
す
。

◎　

平
成
22
年
度
の
『
募
金
』
は
同
窓
生
か
ら
の
ご
支
援
、ご
協
力
に
よ
り
募
金
者
数
15
名
、

募
金
額
２
３
６
，
０
０
０
円
に
達
し
ま
し
た
。

◎　

ま
た
『
年
会
費
』
も
納
入
者
39
名
、
納
入
額
１
１
７
，
０
０
０
円
の
温
か
い
ご
協
力

を
賜
り
ま
し
た
。

◎
『
慰
霊
碑
管
理
基
金
』
に
つ
い
て
も
募
金
者
２
名
募
金
額
１
７
５
，
０
０
０
円
の
ご
協

力
を
賜
り
ま
し
た
。

　
　

こ
こ
に
、
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
、
改
め
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

尚
、
決
算
関
係
諸
表
に
つ
き
ま
し
て
は
、
会
計
監
査
を
受
け
た
上
、
平
成
23
年
６
月

11
日
の
定
期
総
会
に
お
い
て
、
ご
承
認
を
得
て
お
り
ま
す
。

副
会
長
兼
会
計　

井　

原　

靖　

二

平
成
21
年
度　

決
算
報
告

平
成
22
年
度　

決
算
報
告

－ 22－



　

平
成
23
年
度
の
行
事
予
定
・
24
年
総
会
及
び
懇
親
会
を
左
記
の
通
り

ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　

学
園
の
現
在
の
大
幅
な
組
織
改
編
を
実
施
し
更
な
る
魅
力
あ
る
学
校

づ
く
り
及
び
同
窓
会
の
ご
報
告
等
詳
し
く
お
聞
き
頂
け
る
と
思
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
同
窓
会
の
お
知
り
合
い
の
方
々
と
お
誘
い
下
さ
い

ま
し
て
、
万
障
お
繰
り
合
わ
せ
の
上
、
多
数
ご
出
席
を
頂
け
ま
す
様
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

副
会
長　

田
中
敏
文

　

会
報
発
行
後
早
や
十
六
年
目
を
迎
え
、
お

陰
様
で
関
係
各
位
の
ご
協
力
に
よ
り
平
成
二

十
三
年
度
会
報
十
六
号
を
皆
様
に
お
届
け
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

既
に
、
本
校
百
七
年
の
歴
史
を
持
つ
大
阪

学
芸
が
、
少
子
化
と
大
学
と
の
提
携
、
連
携
、

系
列
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
中
で
学
園
関

係
者
が
一
致
団
結
し
て
前
向
き
な
意
識
改
革

が
不
可
欠
で
あ
り
情
熱
を
持
っ
て
教
育
改
革

に
取
り
組
む
姿
勢
が
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
、
教
育
の
改
善
、
地
域
社
会
か
ら
信

頼
や
期
待
、
誇
り
や
喜
び
に
で
き
る
学
校
づ

く
り
に
期
待
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ご
寄
稿
頂
き
ま

し
た
皆
様
方
並
び
に
広
告
掲
載
に
ご
協
力
頂

き
ま
し
た
方
々
に
深
く
感
謝
し
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
皆
様
方
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を

心
か
ら
お
祈
り
致
し
ま
し
て
あ
と
が
き
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

副
会
長　

田
中
敏
文

　

春
の
叙
勲
で
左
記
の
通
り
受
章
さ
れ
ま

し
た
の
で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

謹
ん
で
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

受
章　

岩
坪　

勝
（
70
歳
）

　
　

元 

国
立
神
戸
視
力
障
害
セ
ン
タ
ー
所
長

◇
瑞
宝
双
光
章

◇
平
成
二
十
三
年
七
月
五
日　

皇
居
に
て

  

発
令　

平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
九
日
付

成
器
商
業
高
等
学
校　

昭
和
三
十
四
年
卒
業

あ
と
が
き

平成23年度行事予定・24年総会及び懇親会ご案内
● 

高
野
山
普
賢
院
一
泊
と

　
　
　

慰
霊
碑
参
拝
・
野
迫
川
温
泉
旅
行

※
日
帰
り
コ
ー
ス
有
り

平
成
23
年
８
月
６
日
（
土
）
〜
７
日
（
日
）

● 

総
会
及
び
懇
親
会（　
　
　
　
　

  

）

参
加
人
数
に
よ
り
場
所
・
時
間
を

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

平
成
24
年
６
月
中
旬

（
場
所
…
道
頓
堀
ホ
テ
ル
）
４
時
〜
総
会　

６
時
〜
懇
親
会

※
右
記
諸
行
事
に
参
加
ご
希
望
の
方
に
は
案
内
状
を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、卒
業
期
・
年
度
・
住
所
・
ご
貴
名
・
Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
等
ご
記
入
の
上
、

左
記
の
所
に
お
送
り
下
さ
い
。（
本
年
度
も
葉
書
を
同
封
し
て
お
り
ま
せ
ん
）

宛
先　

〒
五
五
八
〇ー
〇
〇
三

　
　
　

大
阪
市
住
吉
区
長
居
一
Ｉ
四
Ｉ
十
五

大
阪
学
芸
高
等
学
校
同
窓
会（
成
器
会
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
六
（
六
六
九
三
）
六
三
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六
（
六
六
九
三
）
五
一
七
三

● 

秋
季
懇
親
会（　
　
　
　
　

  
）

平
成
23
年
11
月
19
日
（
土
）

　

（
場
所
…
ニ
ュ
ー
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
南
大
使
館
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

４
時
30
分
集
合　

５
時
開
会

参
加
人
数
に
よ
り
場
所
・
時
間
を

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

慶  

事
イ
ワ
ツ
ボ

マ
サ
ル

　

会
報
「
学
芸
」
は
年
一
回
皆
様
に
配
布

し
、
一
号
か
ら
十
五
号
ま
で
発
刊
し
て
十

五
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
本
年
度
も
同
窓

会
会
員
全
員
に
お
届
け
す
る
こ
と
に
決
定

し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
現
在
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
等
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
利

用
状
況
を
考
慮
し
ま
す
と
、
年
一
回
の
印

刷
物
発
送
だ
け
で
は
情
報
の
即
時
性
に
劣

り
、
ま
た
年
会
費
及
び
募
金
の
入
金
が
大

変
少
な
い
状
況
で
す
。
そ
れ
に
ま
し
て
印

刷
費
、
送
料
等
の
経
費
も
掛
か
る
こ
と
か

ら
、
先
の
総
会
で
審
議
さ
れ
た
結
果
、
今

後
は
会
報
の
発
行
部
数
を
減
ら
し
て
同
窓

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
化
を
進
め
て
原
則
発
送

し
な
い
、
発
送
希
望
者
の
み
発
送
す
る

（
予
定
）
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
平
成
二
十
三
年
三
月
に

完
成
、
大
阪
学
芸
高
等
学
校
同
窓
会
（
成

器
会
）
で
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

ア
ド
レ
ス　

h
ttp://w

w
w
.g
a
k
u
g
ei-

seikikai.jp　

是
非
ご
閲
覧
下
さ
い
。

　

な
お
ア
ン
ケ
ー
ト
は
が
き
を
同
封
し
て

お
り
ま
す
の
で
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、

皆
様
の
返
信
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
お
願
い

●  同 窓 会 会 員 各 位  ●
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